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第一章　結婚は三人でと、双子は言った







　木き田だ櫻さくら子この一日は、世話焼きな幼馴染のモーニングコールから始まる。

「櫻子、もう起きる時間だよ！」

　ぽしぽしと布団を叩かれて、櫻子は「うーん」と唸りながら起き上がる。

　寝ぼけ眼で辺りを見ると、傍には背の高い男性が立っていた。

「おはよう。朝ごはん、できてるよ」

「あ、貴たか織おりくん、おはよう……」

　頭がまだ働かない。ぼんやり挨拶すると、貴織と呼ばれた男は優しげなたれ目を細めて微笑んだ。

　彼は、瀬せ山やま貴織。櫻子よりも二歳上の二十七歳で、幼稚舎のころから縁のある幼馴染だ。少し長めの短髪はほんのり茶色で、柔和な雰囲気を持つ。百八十七センチという高身長に見合う大柄な体格を持っているので、おおらかなお兄さん、というイメージがぴったり似合う人だ。

　貴織は、目覚めたばかりでボーッとしている櫻子の頭をポンポンと叩いた。

「また遅くまで勉強してたな？　仕事熱心なのはいいことだけど、夜はちゃんと寝ること――。前に約束したよね？」

　にっこりと、人受けのよい優しい笑みを浮かべる。だが、櫻子はヒクッと唇の端を引きつらせた。

　貴織とのつきあいは長い。それゆえに櫻子は、彼が今何を考えているか――その笑顔の裏にある本当の感情を読み取ってしまうのだ。

（た、貴織くん、怒ってる！）

　櫻子は慌てて手を横に振った。

「ち、ちゃんと約束した十一時には、ベッドに入ったよ！　ただその……なかなか寝付けなくて、ちょっと参考書を読んでたの」

「そういう時は、部屋を暗くして目を瞑るだけでも効果はあるんだよ。早く仕事の資格を取りたい気持ちはわかるけど、睡眠も大事。わかった？」

「はい……」

　素直に頷くと、貴織は満足そうに櫻子の頭を撫でた。

「いい子だね。じゃあ用意しておいで」

　優しく目を細めて、貴織は部屋を後にする。櫻子は大きく背伸びをしてから「よし！」と気合いを入れてベッドから降りた。

　仕事着に着替えてからカーテンを開くと、五月の爽やかな朝日が入り込んでくる。

「いい天気。今日もがんばろう」

　気分の問題かもしれないが、晴天の日はいい事が起こりそうな予感がする。櫻子は手早く化粧を済ませると、部屋を出た。

　リビングの扉を開けると、ふわんと鼻孔をくすぐる朝食の匂いがする。

「おはよう！」

　朝の挨拶をすると、テーブルで新聞を読んでいたメガネの男性が顔を上げた。

　彼の名は瀬山光みつ成なり。貴織の双子の兄である。

　年齢はもちろん、貴織と同じ二十七歳だが、弟の貴織と比べると随分堅苦しく、真面目な雰囲気を持つ男性だ。混じり気のない黒髪をきっちり後ろに流した髪型はほつれひとつ見当たらなく、ノンフレームのオーバル型のメガネがいっそう冷たさに拍車をかけている。

　彼もまた、櫻子とは幼稚舎からのつきあいになる幼馴染である。

「おはよう。また夜更かしをしていたらしいな？」

「うう、だからベッドには入ってたんだってば」

　しょぼくれ顔で言い訳を口にしつつ、櫻子はテーブルの席につく。

「光成くん、今の時期は仕事忙しいんでしょ。毎日来なくてもいいんだよ」

「ここで朝食を食べるのは習慣になっているんだ。あと、俺は年中忙しいので、余計な気遣いはいらん」

　涼しげに言う光成に、櫻子は「はあ」とため息をつく。

「その『習慣』がね、申し訳ないなあって思うわけよ」

「ふふ、せっかく同じマンションに住んでいるのに、それぞれ個々で食べるのも味気ないでしょ。それに櫻子は、放っておくと栄養バーとお惣菜しか食べなくなるからねえ」

　クスクスと笑いながら、貴織が料理を持ってやってくる。

「はい、今日は洋風の朝ごはんにしてみたよ」

「ありがとう。いつも美味しそうだね。いただきます」

　この三人で朝食を囲む風景は、もはや日常と化している。なにしろ、このマンションに引っ越しをした三年前から続いているのだ。櫻子にとって光成と貴織は、きょうだいのようなものであり、年の近い親友でもあり、自分達を助けてくれた恩人でもある。

（本当は、ふたりとも雲の上の存在のはずなのに、つきあいも長いからか、すっかり馴染んでいるなあ）

　ふわふわオムレツをスプーンですくって食べつつ、櫻子は思う。

　政財界で『瀬山』という名を知らない者はいないだろう。

　瀬山財閥。室町時代から続く生粋の商家であり、幕末の動乱を経て莫大な利を成し、頭角を現した財閥。光成と貴織は、その家系の血を継ぐ末裔なのである。

　光成は、瀬山財閥の跡取り息子であり、ゆくゆくは財閥会長の椅子が約束された人である。現在は財閥が所有する企業の社長に就いており、多忙な毎日を送っている。

　几帳面で綺麗好き。彼が住んでいるマンションの部屋は常にピカピカだ。社長職に就いているにもかかわらず、趣味は掃除という、家庭的な一面を持っている。

　そして貴織。彼は瀬山財閥現会長の秘書を勤めており、彼もまた、毎日を多忙にしている人だ。料理と手芸が得意という、これまた家庭的な一面を持つ男性で、櫻子に限って言えば極度の世話好きである。朝起こすところから、夜に就寝時間を知らせるところまで、櫻子は彼のお世話になりっぱなしである。

　瀬山双子は、自他共に認める育ちのよい御曹司だ。櫻子とは住む世界がまったく違う。

　いつもキラキラして、素敵で、そこに座っているだけで華やかで。

　まるで王子様みたいである。実際、彼らは学生時代に『瀬山王子』なんて呼ばれていたらしい。

　しかし、それにも関わらず、彼らとの関係は昔から変わらなかった。――そう、櫻子を取り巻く環境が変わって、周りにいた人々がそっぽを向いても、この双子だけは態度を変えなかったのだ。

　ずっとずっと仲良くしてくれる、櫻子にとって母と同じくらい大切な人達である。

「櫻子、今日のお弁当、ここに置いておくね。水筒には温かいロイヤルミルクティーを入れておいたよ。今日はお天気が良くて暑くなりそうだけど、職場でクーラーを効かせたら寒くなると思うから、ひざかけも忘れずに持っていくんだよ」

　くどくどと注意する貴織。櫻子は焼きたてのハニートーストを食べながら「うんうん」と頷く。

「櫻子、今夜は俺達と夕食を取る約束だったな。仕事が終わったら即時に連絡するように。それから昼食をきちんと取ったら貴織に報告、三時には仕事の進み具合を俺に報告するのを忘れるなよ」

　ナイフでオムレツを切り、フォークで口に運ぶ光成が淡々と言う。櫻子は「わかったわかった」と生返事をした。

（ほんと、心配性なんだから）

　櫻子は、今なら自分だけの力で充分生きていける。だが、瀬山双子は櫻子がいくら言っても世話を焼くのを止めてくれないのだ。ここまでしてくれる事に感謝はしているが、櫻子にかまけていないで、自分の生活も大切にしてほしいと思ってしまう。

（でも、お母さんは光成くんと貴織くんを家族同然と思っているし、ふたりがいるおかげで、今も悲観的にならずに明るくいてくれる。そういう面は助かっているんだけどね）

　しかし、毎日のごとく、身体を冷やすなだの夜更かしするなだの、口やかましいのはどうにかならないものか。本当にこの双子は揃って心配性である。

　

　今日もおいしい貴織の朝食を頂いて、櫻子は元気よく出社した。

　都内から少し離れたビジネス街にある建設会社。そのリフォーム部が櫻子の職場である。

　規模としては中小企業だが、リフォームの評判は程よく、舞い込む仕事も途切れることはない。櫻子はリフォームコーディネーターとして忙しく過ごしている。現在は福祉住環境コーディネーターの資格を取るべく、仕事の傍ら勉強も欠かさない毎日だ。

（こうして仕事をしながら、勉強にお金が使えるというのは、恵まれたことだよね）

　パソコンで図面を引きながら、櫻子はふと思う。

　瀬山双子には、いくら恩を返しても返しきれない。彼らの助けがなければ、今頃は悠々と勉強に励むことすらできずに仕事漬けの毎日を過ごしていただろう。食事も普段の生活も、もっと荒んだものになっていたであろうことは想像に難くない。

（でも……私はもう二十五歳で、光成くんと貴織くんは二十七歳。お互いにもうすっかり大人だし、いつまでも幼馴染気分で甘えていたらいけないよね）

　ふぅ、とため息をつき、デスクの写真立てを見る。去年、瀬山双子と母と櫻子の四人で、北海道に旅行した時の集合写真だ。

　――本当は、離れたくない。ふたりは気の置ける親友で、恩人だ。これからもずっと一緒にいられたら。温かい朝食の団らんを守れたら、どんなにいいだろう。

　幸せな日々。けれども勘違いしてはいけない。あの双子は櫻子と仲良くしてくれても、瀬山財閥の御曹司なのだ。二十七といえば結婚適齢期。彼らは話さないけど、当然、山のような縁談が舞い込んでいるはず。

　ふたりに婚約者ができて、それでも一緒にいようなどと、そんな厚かましい真似はできない。だからそろそろ離れなければいけない。……それは、痛いほどにわかっているけれど。

（もう少しだけ……、せめて、ふたりに恋人ができるまでは、一緒にいてもいいよね？）

　二十五歳にもなって、兄離れもできない妹みたいだ。いい大人のくせに恥ずかしい。

　そう思いつつも、あと少し、もう少しと、今の幸せを噛みしめていたかった。




　木田櫻子と瀬山双子の出会いは、幼稚舎時代にまで遡る。

　当時、櫻子はいわゆる『社長令嬢』だった。一代で会社を大企業にまで育て上げた祖父の跡を継いだ父と、当時父の会社で事務をしていた母との間に、櫻子は生まれた。

　都心の、セレブが通う名門校の幼稚舎に入園し、櫻子は二歳年上の瀬山双子と出会って仲良くなった。

　だが、初等部の三年になった頃、苦労知らずだった櫻子に苦難が訪れる。

　父の浮気。その事実が発覚するや否や、父は一方的に離婚届を押しつけ、櫻子と母を家から追い出したのだ。

　母――知とも美みは一人っ子で、両親は早くに亡くなっており、頼れる親戚もいない。ふたりはほぼ無一文の状態で路頭を彷徨った。

　その時に助けてくれたのが、瀬山財閥の双子だった。彼らはどこからともなく現れて、瀬山財閥会長である父親に事情を話し、瀬山会長は木田母子の後見人になってくれた。腕のいい弁護士に依頼し、きちんと離婚調停を取り持つこともできた。

　そうして、法に則った形で慰謝料と櫻子の養育費が支払われ、櫻子と母は何とか新しい生活を始めることができたのだ。

　瀬山会長は後見人として生活費も援助しようとしたのだが、さすがに固辞し、櫻子と母は、都営の団地でささやかに暮らし始める。瀬山双子は、その頃から何かとふたりを心配して、団地に遊びにきてくれていた。

　やがて櫻子は大学を卒業し、無事に就職先も決定する。だが、仕事で無理をして身体を壊し、病弱になってしまった母が心配で、櫻子はなかなか独り立ちができずにいた。

　その事について悩んでいた母は、秘密裏に瀬山双子に相談したらしい。

『いつも自分は二の次で、この至らない母ばかりを優先する櫻子が不憫でならないの。娘には、娘だけの人生を歩んで欲しい。でも、いきなり独りにするのは心配で……』

　そんな母の言葉を聞いた瀬山双子は、迅速に動いた。

『知美母さんを安心させたいんだ。どうか協力してもらえないかな？』

　貴織の一言で、櫻子は母が自分のことを心配していること、そして独り立ちを案じていることを知る。

『彼女を安心させるためにも、こちらでマンションを決めさせてもらった。母を思う気持ちはわかるが、独立することは決して悪いことじゃないぞ』

　光成にもそう言われて、櫻子は母と離れて独り暮らしをすることを決める。

　確かに、いつまで経っても母にべったりでは、逆に不安にさせてしまうだろうと思ったのだ。櫻子は光成がオーナーの分譲マンションで、貴織が購入したという部屋に格安の家賃で住むことになった。ふたりは当然のように合鍵を所持しており、櫻子が引っ越しして以来、毎日部屋を出入りしている。まあ、団地生活のころから双子は頻繁に遊びにきていたのだ。もはや幼馴染というより家族のような間柄なので、今更嫌だとは思わない。着替えている時や風呂に入っている時などは遠慮して欲しいところだが。

　母とは週一の間隔で電話しているし、月に一回は団地に赴いている。身体が弱いから心配しないわけではないが、櫻子が無事に独り立ちして、母も少しは安心できたようだ。最近は容体も安定していて、このまま順調にいけば、前のように働くこともできるかもしれないと母は嬉しそうに話してくれる。

　独り立ちをしたことも、光成と貴織に頼ったことも、間違った選択じゃなかった。

　櫻子は母の笑顔を見るたび、そう思う。

　本当に、ふたりには感謝しても足りない。だからこそふたりには幸せになって欲しいと願っているし、その為には、櫻子が身を引かねばならないと常々考えているのだ。




　今日も忙しく仕事をこなし、二時間ほど残業して、櫻子はようやくキリのよい所まで作業を進めることができた。

　うーん、と背伸びをしたあと、まだ居残る同僚に挨拶して会社をあとにする。

「少し遅くなっちゃった。光成くん、怒ってるかなあ」

　帰り道、櫻子はカバンからスマートフォンを取り出す。今日は三人で夕食を食べる約束をしていたのに、ついつい残業してしまった。時間に厳しい光成の小言くらいは覚悟しておくべきだろう。貴織はいつも通り「根を詰めたらだめだよ」と、優しく注意するかもしれない。

　すると、突然スマートフォンの着信音が鳴り響いた。

「わっ、びっくりした。って、光成くんだ。私の連絡が遅いから電話してきたのかな」

　慌てて液晶をタップする。「遅い！」とか「いつまでかかってるんだ」などと、開口一番に怒られるのかなあと思っていると、光成の声はどこか緊迫していた。

『櫻子、まだ仕事をしているのか』

「あ、ううん。今終わってね、ちょうど連絡するところで――」

『そうか。じゃあ会社の近くにいるんだな。今、貴織が車で迎えに行っているから、会社の前で待っていてくれないか』

「えっ、そんなのいいよ。夕食を食べる場所を教えてくれたら、そこまで行くから」

『違う、そうじゃないんだ。櫻子、落ち着いて聞いてくれ』

　いつになく真面目な雰囲気を出す光成の声に、櫻子は知らず、生唾を呑み込む。

『知美母さんが――職場で、倒れた』

　櫻子は目を見開き、持っていたスマートフォンを落とす。

　カシャンと――冷たい金属音が辺りに響いた。




　母が倒れた。その知らせを受けてからしばらくの間、櫻子の頭はろくに働かなかった。

　呆然としているところに貴織が車で駆けつけて、そのまま病院につれていかれた。

　医者から母の容体を聞くと、昔からの持病が悪化したらしく、すぐにでも手術をして長期に渡り入院し、療養生活する必要があるとのことだった。

　どこか夢うつつな気分で医師の話を聞いたあと、櫻子は病室で眠りに落ちる母を見舞う。その顔は、病に伏せっているとは思えないほど、穏やかな顔をしていた。

　しかしそれは安定剤や鎮痛剤が効いているおかげであり、薬の効果が切れたらまた、母は苦しむことになる。それまでに、手術と入院の手続きを済ませないといけない。

（専門の医師がいる病院に転院……そして、多額の手術費、長期間の入院……）

　椅子に座って、母の顔を見ながら、ぎゅっと手を握り込む。

　ぼんやりしていた頭がしっかりしてくる。だんだんと、実感が湧いてきた。

（まずはお金を用意しないと。……もしもの時のために、ちゃんと貯金はしてあるから、当面は大丈夫）

　そう、この際金額は問題ではない。真に櫻子が心配しているのは、手術が無事に成功するか、そして今度こそ完治するのかということだ。

　母は櫻子を育てるために、相当の無理をして仕事をしていたという過去があり、それが原因で完治の難しい持病を抱えてしまった。

　今は櫻子も自分で稼げるようになったため、母の負担はだいぶ少なくなったのだが、彼女は『持病』という爆弾をずっと抱えて生きていたのだ。

　それがとうとう、爆発してしまった――ということなのだろう。

（やっぱり、独立なんてしなければよかった）

　傍にいて、ちゃんと母を見ていたら。もっと注意深く観察していたら、病状が悪化する前に対応できたかもしれないのに。

　その時、カチャリと病室の扉が開く。

「知美母さんの様子はどうだ？」

　現れたのは光成だ。そのうしろに、貴織が続く。

「櫻子、君を病院に送るなり、ひとりにさせてしまってごめんね。ちょっと、ここの病院の人と話をしていたんだ」

　貴織が申し訳なさそうに言うので、櫻子は慌てて手を横に振る。

「そんなの謝らないで。貴織くんも仕事が終わった直後だったのに、私の会社まで迎えに来て、病院まで送ってくれて、とても感謝してるよ」

　櫻子が心からの礼を口にすると、貴織はようやくホッとした顔を見せる。

「知美母さんの持病は知っていたから、念のため、事前に俺と貴織の連絡先も職場に知らせておいたんだ。それで、君の携帯に繋がらないと言って、俺の携帯に電話が来た」

　光成が懐からスマートフォンを取り出して見せる。

「あ……もしかしたら、クライアントと電話で打ち合わせしていたかも」

　夕方の頃、櫻子は顧客と携帯で話をしていたことを思い出す。

「ありがとう。光成くんと貴織くんがいてくれて、本当に助かったよ」

　ほうと胸を撫で下ろす。同時に、自分が電話に出られなかったことを悔やんだ。

（やっぱり、私……仕事を変えたほうがいいのかな）

　リフォームコーディネーターは、密な打ち合わせを重ねて、クライアントの満足するプランを練り上げるのが仕事だ。今日みたいに携帯での打ち合わせも多いし、遠方の現場に通う必要もある。母の緊急時に、すぐに駆けつけられないというのはかなりの痛手だ。

　櫻子は唇を噛みしめ、母を見つめる。すると――母の目がうっすらと開いた。

「お母さん！」

　慌てて声をかけると、母はしばらく視線を迷わせたあと、ゆっくりと首を動かした。

「櫻子……」

　母がゆっくりと手を上げる。櫻子はその手を掴んだ。

「大丈夫？　身体はどう？　痛いところはない？」

「櫻子、ごめんね。迷惑……かけたくなかったのに」

「そんなのいい！　気にしないでいいの。お母さんが無事なら……！」

　櫻子はぎゅっと目を瞑り、母の手を両手で包む。

「私の身体は……今、どうなっているのかしら。職場で倒れたのは覚えているのだけど」

　ぼうっとした様子で母が尋ねる。櫻子は医者から聞いた話をそのまま伝えた。

　すぐに手術しなくてはいけないこと。長期間に渡る療養生活が必要なこと。

　全てを聞き終えた母は天井を見つめ「……そう」と頷く。

「心配かけちゃったね。でも、櫻子は何も心配しないでいいわ。医療費は、お母さんの蓄えから出すからね」

「それはお母さんの大切な生活費でしょ。ただでさえ、普段も通院してるし、お薬代もかかってるんだから。こういう時くらい私に出させて」

「そういうわけにはいかないわ。私は、櫻子の負担になりたくないのよ」

　ム、と櫻子は顔をしかめる。さすが親子と言おうか、櫻子も頑固なところがあるが、母はそれ以上だ。テコでも自分の意見を曲げないという意思が伝わってくる。

　すると、近くで「コホン」と軽い咳払いが聞こえた。

「二人とも落ち着いて。これは僕と光成で決めたんだけど、知美母さんの医療費は僕達から出させてもらったよ。すでに手続きも済ませてある」

「ええっ!?　いつの間に！」

　貴織の言葉に、櫻子は驚愕の声を出した。先ほど貴織と光成が病院の人と話していたと言っていたが、その時に話を済ませてしまったということなのだろうか。

　相変わらず行動が早いと言おうか、櫻子の想像の先を走るふたりである。

「で、でも、そんなの悪いし……」

「僕達と櫻子達の仲じゃないか。今更遠慮はなしだよ」

　ニッコリと貴織が微笑んで、櫻子はたじろいた。

「遠慮っていうか、私も、いざという時のために貯金をしているんだよ」

「それは今後必要な時のために取っておいたらいいじゃないか。それから知美母さん、入院している最中、櫻子の面倒は僕達が見るからね。安心して病気を治してよ」

　人受けのよい微笑みを向けられて、母はようやく、安堵のため息をついた。

「よかった……。みっちゃん、たかちゃん、悪いけど……櫻子のことよろしくね。あなた達なら、安心して櫻子を任せられる……わ……」                         

　そう言って、母は瞼を閉じる。無理をして起きたのだろう。まだ薬が効いているのか、ほどなくスゥスゥと規則正しい寝息が聞こえてきた。

「ちゃんと寝てくれてよかった。無理をして起きるなんて、余程櫻子が心配なんだろうな」

　光成が腕を組んで言い、櫻子は俯く。

　やはり、ここはしっかりと双子に言っておいたほうがいいのかもしれない。

　これはどう考えても櫻子と母の事情だ。瀬山双子には関係のないことである。それなのに、これ以上甘えるわけにはいかない。

「光成くん、貴織くん。せっかく申し出てくれたところ、悪いんだけど……。やっぱりお母さんの医療費は私が払うよ。ううん、払いたいの」

　これでは、なんのために『独り立ち』したかわからない。

　こういう時に備えてお金を貯め、病弱な母を助けるために、多忙でありながら実入りの良い仕事に就いたのだ。

「今の私は社長令嬢でも何でもない。それなのに光成くんも貴織くんも、幼馴染ってだけで私をたくさん助けてくれている。もちろん返しきれない恩を感じてる」

　思えば、母子共々父に追い出されて、路頭を彷徨っていたところ、最初に手を差し出してくれたのは、光成と貴織だった。彼らの父親も親切にしてくれて、櫻子と母はここまで生きることができた。

「でも、これからは私がふたりに恩を返したいの。だからこれ以上もらうわけにはいかないよ」

　櫻子は真剣にふたりを見据えた。すると、光成と貴織は揃って櫻子に視線を向け、ひどく真面目な顔をする。

「俺は、いや『俺達』は、櫻子が幼馴染だから助けたいわけじゃない。『櫻子』だから助けたいんだ」

「僕達にできる事なんて、言ってしまえばお金で支援することだけなんだよ。もっと具体的に知美母さんを助けることができたらって思うくらいだ。……これくらい、させて欲しい」

　ふたりはあくまで心優しい。

　父に捨てられたころ――櫻子と母に向けられる視線は、とても冷たかった。

　セレブ御用達と呼ばれる名門の初等部。財産も社会的地位もない櫻子を、皆、冷徹にあしらったのだ。自分に利とならないと判断した途端、手の平を返したようだった。

　その空気に耐えられず、また、多額の学費も払えず、櫻子は逃げるように都心から離れた公立小学校に転校した。

　生活は苦しくて。母も仕事を始めたが、薄給の中、生活はまったく安定しなくて……。そんな時、唯一優しくしてくれたのが光成と貴織だった。

（だめ。この優しさに甘えるのは、大人としていけないことだ）

　櫻子は首を横に振り、拳を握る。

「光成くんに貴織くん。私の立場が『可哀想』だと思っての厚意なら、もう止めて欲しい。私はもう、ちゃんと働いてるよ。お母さんを支える力だってある。私のことよりも、自分のことを大切にして欲しいの」

　それはずっと心の中で思っていたことだ。でも口にしたら、今の関係が終わってしまいそうな気がして、ずるずると先延ばしにしていた。

　けれども、櫻子も光成も貴織も、もう大人だ。いつまでも幼馴染の立場に甘えてはいられない。

「はっきり言うけど、私のお世話をする暇があるなら、自分のお世話をしたほうがいいよ。要約すると、結婚を意識してちゃんと身を固めたほうがいいってこと。光成くんは瀬山財閥の跡取りだし、貴織くんは、ゆくゆくは光成くんを支える専属秘書になるんでしょ。いつまでも結婚しないなんて、世間は許してくれないよ」

　櫻子と違って、ふたりには社会的立場というものがある。

　財閥の跡取りともなれば『早く結婚して子を成し、次の跡取りを』という声が多いのもふたりは理解しているはずだ。それなのに彼らは二十七になるまで、一度として、特定の女性を恋人にすることがなかった。……だからこそ、櫻子と瀬山双子は、この歳になるまでずっと一緒にいられたのだ。

　でも、終わりにしなければならない。

「私、そんなに頼りなさそうに見える？　大丈夫だよ。私は……」

「う～ん、頼りない、とは言わないけど。心配ではあるよね。だって櫻子、放っておくとすぐに自炊をサボるし、適当なものを食べて済ませようとするでしょ？」

　櫻子の言葉を遮って、貴織がニコニコ笑顔で言う。ウッと言葉を詰まらせて、櫻子は唇を尖らせた。

「そ、そりゃ、毎日絶対自炊っていうのは無理だけど、それなりに健康には気を遣っているよ」

　すると、光成が腕を組み、居丈高な態度で櫻子に言い放つ。

「普段の生活も危なっかしくて見ていられないのに、よく言えるものだ。――確かに、そろそろ櫻子には、現実を見てもらう必要がありそうだな？」

「……ど、どういうこと？」

　首を傾げると、瀬山双子は互いに顔を見合わせ、ひとつ頷く。

「俺達の結婚を心配してくれるのなら、話は早い。俺達はずっと昔から、結婚相手を決めていた」

「君だよ、櫻子。単なる『幼馴染』だから助けたいんじゃない。僕達は君を愛しているから、櫻子のために何でもしたいんだ。……とても簡単でわかりやすい理由でしょう？」

　光成と貴織、両方から言われて、櫻子は目をしろくろさせる。

「ちょっ！　ちょっ、待って！　おおお、落ち着いて！　あい、愛してるって、えっ、二人が……私を……ってこと？」

　意味がわからない。理解できない。櫻子は頭を混乱させたあと、慌ててポンと拳を打った。

「あっそうか、親愛！　家族愛！　幼馴染じゃなくて、私達は家族みたいなものだと思っているから、妹代わりとして親切にしてくれたってことね？」

　そうとしか説明がつかない。しかし光成と貴織は同時に、呆れたようなため息をついた。

「家族愛なんて甘っちょろい感情なわけがないだろう。妹？　俺は櫻子を妹扱いしたことなど、一度もないぞ」

「まだピンとこないなら、ちゃんと言ってあげようか？　僕と光成はね、両方が櫻子に、異性愛を感じているんだ。僕達の『妻』にしたいと、ずっと思っていたんだよ」

「はっ……え……えぇぇぇええ!?」

　今度こそ、何を言っているのかわからず、櫻子は病室であるにも関わらず驚愕の声を上げてしまった。




　瀬山双子による衝撃の告白から数日経ち――。

　病院から、母の手術が無事に終わったと連絡が来た。

　職場で発作を起こした時、迅速に病院へ運ばれたこと。そして、貴織が腕のよい専門医を素早く探し出し、光成が櫻子の母を瀬山財閥系列の病院に転院させて、手厚く優遇してくれたこと。それら全ての対処が効を成し、おかげで術後の経過もよく、長年の持病も完治の方向に向かっているとのことだった。

　まさに雨降って地固まるとは、このことだろう。

（良かった……）

　女手ひとつで育ててくれた母。櫻子にとって母は、とても大切な存在だ。

　会社帰りにお見舞いすると、先に瀬山双子が病室に到着していた。母はまだ身体を起こせなかったが、穏やかな表情で微笑む。

「本当に、みっちゃんとたかちゃんには感謝しかないわ。櫻子もありがとう。あなた達は、私の命の恩人よ」

「お母さん……手術が成功して本当に良かったね。これから病院での療養生活が始まるけど、何か足りないものや必要なものがあったらいつでも言ってね」

「微力ながら俺達も協力する。知美母さん、いつでも俺達を頼ってくれ」

「今は身体を治すことだけに集中して。完治したら、お祝いに皆で旅行に行こうよ」

　櫻子のあとに、光成と貴織が親切に言ってくれる。

　母は目じりに涙を浮かばせ、こくりと頷いた。

「ありがとう。そうね……櫻子や皆に心配かけないように、お母さんも頑張って病気を治すわね」

　穏やかな時間。心温まる会話。

（結局、光成くんと貴織くんに助けられた形だけど……お母さんが無事で良かった）

　意地を張って、自分だけの力で母を助けようとしていたら、もしかしたらこんな未来は無かったかもしれない。つまらない櫻子のプライドよりも、母の身体を守れたのが何よりも嬉しかった。

　櫻子は心からそう思って、光成と貴織に頭を下げる。

「お母さんを助けてくれて、ありがとう」

「誰よりも頑張ったのは、知美母さんだよ。僕達は手助けしたに過ぎない。無事に済んでよかったね」

　貴織が優しく微笑み、櫻子の頭を撫でる。

「療養生活も俺に任せてくれ。瀬山財閥の医療スタッフは腕がよく、細やかな気配りにも長けている。決して不自由はさせないと約束しよう」

　光成の言葉に、櫻子は頷いた。このふたりに任せたら、母の容体は絶対に大丈夫だろう。

「さて、櫻子。そろそろあの話の続きをしたいのだが、いいな？」

「そうそう。知美母さんのことが心配で、櫻子もそれどころじゃなかったでしょ？　でも今なら、落ち着いて僕達の話が聞けるよね？」

　真面目な表情の光成。ニコニコ笑顔の貴織。櫻子はひくっと唇の端を引きつらせて、一歩後ろに下がる。

（あ、あの話、まだ終わってなかったんだ。そ、そりゃまあ、そうだよね！）

　あの話とは、衝撃の愛の告白のことだ。聞いた当時は母のことで頭がいっぱいだったし、光成と貴織の言っていることが理解できなくて、頭の中がパンク寸前になってしまった。

　そんな櫻子に、ふたりは『詳しい話は知美母さんの容体が落ち着いてからにしよう』と提案し、その場は解散となったのだが……。

（どちらにしても、避けて通れない話だよね。今は聞くしかないか）

　二人が櫻子を『妻』にしたいとはどういうことなのか。彼らの腹づもりを問い質したい気持ちは確かにある。櫻子は母に「また明日、お見舞いに行くね」と約束して、ふたりと共に病室を後にした。

　戸惑う櫻子を連れて、ふたりは病院の駐車場に向かう。車に乗り込み、貴織が運転をし始めた。

「どこに行くの？」

「俺達の家だ。といっても、櫻子が住むマンションの家ではなく、本宅のほうだがな」

「本宅……？」

　櫻子が首を傾げると、貴織が運転しながら説明する。

「櫻子のお世話をするために、普段はマンションに住んでいるけど、僕達の本当の家は別にあるってこと。昔、祖父が住んでいた家なんだよ」

「なるほど……って、あのマンションに住んでたのは、私の世話をするためってどういうことよ!?」

　思わず声を上げた櫻子を、光成が軽く手を上げて制す。

「前にも言ったが、君は危なっかしいんだ。俺達がちゃんと近くで見ていないと、生活管理も害虫駆除もままならないだろう」

「生活管理……害虫……駆除？」

　櫻子は眉をひそめた。もしかして、櫻子が知らないうちに、台所に出現したゴキブリを退治してくれていたのだろうか。御曹司がふたり揃ってゴキブリを追いかけている姿は、なかなか想像し難いものがあるのだが……。

「まあ、櫻子が僕達の妻になってくれるのなら、そんな面倒なことをせずに済むんだけどねえ」

「だから、ふたりの妻っていうのが意味不明なの。普通、結婚はひとりとするものでしょ」

　何だろう。先日からどうも、話が噛み合わない。

　不満顔をした櫻子を乗せた車は夜景のきらめく都心を静かに走る。やがて閑静な高級住宅地に入ると、丘陵地の坂を登った。

　しばらくすると、目の前に迫力のある大きな門が見えてくる。貴織はその門をくぐると、砂利が敷き詰められたガレージで車を停めた。

「ついたよ」

　運転席を降りた貴織が、櫻子側の後部ドアを開ける。

「うん……」

　おずおずと車を降りて、櫻子は辺りをきょろきょろと眺めた。

「なんか、すごい……ね」

　美しい日本庭園には堀があり、色鮮やかな鯉がたゆたう。カコン、とししおどしの音がした。

　本宅と呼ばれる屋敷は昔ながらの日本家屋。平屋建てだが、建物の奥がどこまであるのか、ここからだと確認できない。ただ、相当に広い面積であることは想像できた。

（今まで、あまり実感はしてなかったけど、やっぱりすごい家の人達なんだよね）

　瀬山財閥。知らぬ人はいないというほど有名な家名だ。富裕層だということも、大変な社会的立場であることも理解している。

　だが、それでも櫻子は、なかなか実感が湧かなかった。物心つく前――幼稚舎の頃から彼らを知っているからだろうか。財閥の御曹司、というよりも、仲の良い幼馴染、という立ち位置がしっくりくるため、あまり深く考えていなかった。

　本来は住む世界が違う――。そう言葉でわかっていても、ここまでだなんて。

　不安げな表情を浮かべる櫻子の手を、片方は光成、もう片方は貴織が繫いで、本邸の玄関をくぐっていく。

　屋敷は想像した通り、広かった。しかし……人ひとり、見かけることはない。

「ここ、他に人はいないの？」

「いないよ。週に一回、お手伝いさんが来て掃除してくれるくらいかな」

「ここに住んでいるのは俺と貴織だけだ。余計な存在は何もない。社会的立場も道徳観も、煩わしいものは全て捨てられる……唯一の、心が安らぐ場所だ」

　日本庭園が見える縁側をしばらく歩き、貴織が障子扉をからりと開く。

「わあ……」

　櫻子は目を見開いた。そこは和室で、とても洗練された部屋だった。

　箪笥や座卓といった家具は全て艶のある黒檀で統一されていて、奥にある床の間には美しい生け花が置いてある。本棚には建築関係の参考書がずらりと並んでいて、文机の上にはノートパソコンや筆記用具などが置いてあった。

（なんだろう。やけにこの部屋は生活感があるような。そう、まるで……）

　その時、ポンと光成と貴織が、同時に櫻子の肩を叩く。

「ここはね、櫻子の新しい部屋だよ」

「君を妻として迎えた時に、ここに住まわせるため、俺達はずっと昔から用意していたんだ。いつでも迎えられるように、君の生活環境を常に把握して、内装を更新していた」

「内装を、更新って……」

　戸惑う櫻子を余所に、ふたりは部屋の中に入っていく。そして櫻子の手をゆっくりと引いた。

「ようこそ、櫻子。俺達はずっと君を愛していた」

「ふふ、それこそ幼稚舎の頃から僕達の恋は続いていたんだよ。だから、櫻子がこの部屋に入ってくれたことが、なによりも感慨深い。――君を大切にするよ。一生、ね」

　光成と貴織。両方に言われて、櫻子は慌てて首を横に振った。

「ま、待って待って！　こ、困るよ！　いきなりそんな事言われても……。ふたりがひとりを好きになるなんて、普通はありえないよね!?」

　この国では、ひとりとしか、結婚することはできない。離婚と再婚を繰り返せば、複数の人と結婚することはできるだろうが、同時にふたりと結婚するのはありえない。少なくとも、この日本では認められていないはずだ。

　光成と貴織は互いに顔を見合わせると「とりあえず、座ろう」と畳に座布団を置いた。

「まずは経緯を説明するか。そうだな、確かに俺達も、最初は櫻子と同じような価値観を持っていた。初等部の頃の話だな」

「そうそう。あの頃はいつも光成と張り合っていたよね。我先に櫻子の心を掴もうと、お互いに必死になってた。何度も取っ組み合いの喧嘩をしたし、それこそ流血沙汰にもなったんだよ」

　微笑ましい恋心だねと、貴織がニコニコして、光成は堅物そうな真面目顔を崩さずに昔の話をしてくれるが、櫻子としては初耳の話である。

「しょ、初等部の頃から……だったの？　ぜんぜん気づかなかったよ」

「櫻子、鈍かったからね」

「まあそれはそれで、都合は良かった。鈍いということは、俺達以外から恋愛感情を向けられても、気づきにくいということだからな。さりげなく害虫駆除するのが楽だった」

　光成がうんうんと頷く。

（待って、さっきからちょいちょい出てくる『害虫駆除』って、もしかして……）

　櫻子の背中に、ひとすじの冷や汗が流れる。

「でも櫻子に困難が訪れて……君が、初等部からいなくなってしまって。僕達は必死に君達母子を探したんだよ。その時にね、僕達は気づいたんだ」

「そう。双子で取り合うのではなく、共に愛せばいいとな。結婚はふたりだけという固定観念を覆せば、とても簡単な論理だったんだ」

「いやいやいやいや、簡単じゃないし！　だ、大体、初等部から好きだったなんて、一体どこで、どのように、私を好きになる要素があったというの!?」

　櫻子は、さして特徴のない子供だったはずだ。特別なものも持っていない。ヴァイオリンの演奏、たぐいまれなる頭脳、そういった才能が一切ない、どこにでもいる『ちょっと裕福な家の娘』だったはずだ。

（そうだ、そもそも、光成くんと貴織くんと仲良くなったのは、何がきっかけだっけ）

　櫻子は自分の記憶を辿るも、思い出せない。何せ幼稚舎の頃の話だ。当時はまだ三歳か四歳。さすがに仲良くなった理由なんてうろ覚えである。いつの間にか仲良くなっていた――櫻子としては、そういう認識だった。

「好きになった要素か。それはまあ、追々教えてあげるよということで」

　ニッコリと貴織が微笑む。

「まずは櫻子に、現実を知らしめてやらないとな」

　隣に座っていた光成のメガネがきらめき、冷たい瞳を底光りさせる。

「へ……？　現実……？」

　だんだん、双子の距離が近づいていないか。

　櫻子は座りながらじりじりとその身を引かせる。

「ねえ、櫻子。君は僕達の結婚を心配してくれたけど。それは僕達も同じだったんだよ？」

「ああ。櫻子が成長するにつれ、君に好意を示す男は後を絶たなくなった。潰しても潰してもきりがない。いつ、君が俺達以外の男に目を向けるかもわからなくて、非常にもどかしい日々を過ごしていたんだ」

　双子がずいと距離を詰めて、櫻子が後ずさる。

　そんな攻防を繰り返すうち、やがて櫻子の背中に固い壁が当たった。

「私に好意を示す……なんて、そんな人、今までひとりもいなかったよ？」

「俺達が徹底的に駆除したからだ。櫻子の人間関係は常に、徹底的に、調べているからな」

「大学の先輩。今の職場の上司。……不自然に、櫻子の前から姿を消さなかった？」

　冷や汗が――背中を、滑る。

　確かに、突然去って行った人達はいた。海外留学や、転勤命令。いずれもよくある理由で、自然に、櫻子の近くから離れていった。

　だが、もし当事者も知らない、何者かの意図があったなら。それが、櫻子への『好意』だったなら。いったい櫻子の前から去っていった人達のどれくらいが、その理由に該当していたのだろう。

　急に恐れを感じた櫻子は慌てて手を横に振る。

「待って、ふたりともちょっと待ってよ。私の気持ちはどうなるの！」

　与えられた情報が多すぎて、うまく整理できない。その上、櫻子は自分の気持ちを持て余していた。

　ふたりは嫌いじゃない。むしろ好きだ。親切で優しい大切な幼馴染。櫻子にとって光成と貴織は、母と同じくらい大切な人達だった。

　自分と母を助けてくれた恩人であり、親友であり、そして秘めていなければと自分を律していた、淡い感情を抱く存在である。

「ダメ。ダメだよ。冷静になって、よく考えて。ふたりでひとりを愛するなんて間違ってる。周りを見てよ。皆、ひとりだけを選んで夫婦になっているんだよ」

　それが常識だ。覆せない倫理だ。その枠からはみ出た人間は異常とされ、非難されるものだ。光成や貴織のような立場のある人間がやっていいことではない。

「じゃあ聞くよ。……櫻子の、気持ちは？」

　貴織が櫻子の手を優しく握った。

「私の、気持ち……」

「俺と貴織。選べと言われたら、どちらを選ぶつもりだ？」

　光成に冷静に問われ、櫻子の心は揺れる。

（その質問は……何よりも、残酷だよ）

　きゅっと唇を引き締めて、櫻子の眉じりは悲しく下がる。

　ずっと一緒だった。幼いころは、三人で一緒にいるのが当たり前だった。

　どちらが上とか下とか、そんな順列はつけたことがない。光成も貴織も、それぞれにいいところがある。だから、どちらかを選ぶなんて、考えたこともなかった。

「選べないよ」

　櫻子は切なく瞳を潤ませ、正直な気持ちを口にした。

「私は、光成くんも貴織くんも、同じくらい、好き」

　どちらかの手を取り、どちらかを捨てるなんて、できない。それならいっそ、両方から離れたほうがましだ。

「わかってる。ふたりを異性として同時に好きになるのはいけないことだって。でも、私はどうしても選べない。私にとって光成くんと貴織くんは、どっちも……大切な人だから」

　親愛ならいい。だが、異性愛だったら話は別だ。

　不誠実で、不道徳。心に住まう常識人の櫻子が、常にそう非難する。

『どっちも欲しい』なんて、ワガママもいいところ。だからひた隠していたのだ。この気持ちは秘めていなければならないものだった。

「私は間違っていた。こんな気持ちを持ってはいけなかったのに、甘えていた。いけないとわかっていたのに……私は弱かった」

　結局のところ、櫻子はひとりになりたくなかったのだろう。母ひとり子ひとり。気丈に振る舞い、母を支えなければと自分を叱咤していながら、誰かに傍にいてほしかった。大丈夫だよと、頭を撫でてほしかった。

　だから双子の優しさに、頼り切ってしまっていたのだ。こんな関係は終わりにしなければならないと言い聞かせながら、ずるずると――こんな歳まで、続けてしまった。

「でも、もう。終わりにしないといけない。私は、ふたりの輝かしい人生を壊したくないの。ふたりがおかしな事を言うのなら、私はいっそ――離れて」

　そう言った瞬間、唇に柔らかいものが落ちる。

　目を丸くした。それは光成の唇。柔らかくて薄い感触が、唇を伝ってくる。

（私、キス……してる）

　後になって実感が湧き、櫻子は身じろぎする。しかし、そんな櫻子の肩を、貴織が抱き寄せた。

「櫻子。それは、僕達は両思いってことじゃない？」

　耳元で囁き、貴織が櫻子の首筋に口づける。

「俺達は元より、櫻子を誰かに譲るつもりはない。櫻子が離れて、余所に行くことも許さない」

　頬に両手を添え、光成が強い視線で櫻子を射貫き、再び口づける。

　柔らかく、何度も食むようなキス。熱い舌先が櫻子の唇を舐め、歯列を割って口腔に入り込む。

「んんっ……！」

　ダメ、抵抗しなきゃ。櫻子の理性がそう訴えて、身体をよじる。すると櫻子の両手首を貴織が掴んだ。

「これでも僕達はずっと我慢していたんだよ。さすがにこの感情が間違っていることも、倫理に反することも、理解しているからね」

「――それでも俺達は、櫻子を諦めることはできない。常識が許さないというのなら、常識に囚われずに済む場所を作り出す。それが俺達の至った答えだ」

　この広い屋敷は今、光成と貴織と櫻子しかいない。

　世界との隔絶。常識の外。

　この場所でなら、存分に愛し合うことができる。倫理感を捨て、本能の赴くままに。

「そんな……。こんなの、ふたりは……いいの？　嫌じゃ、ないの？」

　普通は、独り占めしたくなるのではないか。

　ひとりをふたりで愛するなんて、できるのだろうか。または、ひとりがふたりを愛するなんて、可能なのだろうか。

　すると光成がフッと微笑む。

「他人なら殺す。だが、貴織ならいい。俺達は昔から、ひとつのものを分け合って生きていたからな」

「僕も同じだよ。光成は僕の半身のようなものだ。共に生き、共に死ぬもの。だから櫻子……君も、僕達と共にいてほしい。一生、ね」

　貴織が櫻子の顎を摘まみ、唇に口づける。

　光成が櫻子の身体を、上から下にかけ、ゆっくりと撫でていく。

「櫻子。君は――花嫁になるんだ」

　光成と貴織、どちらが言ったかわからなかった。ただ、片方の花嫁になるのではない。両方の花嫁になるのだと、ふたりの瞳が言っていた。

　愛という感情を止めどなく双方からぶつけられて、櫻子は言葉が出せない。

　こんなのは間違っているから止めさせないといけないと、頭の中で理性ある櫻子が必死に訴えている。

　それなのに、身体は痺れたように、動かなかった。

　貴織が櫻子の手首を握って唇にキスを続ける中、光成は櫻子のブラウスのボタンをぷつぷつと外していく。

（だめ、だめだよ）

　頭の中で制止の声を出すも、実際には出てこない。

　考えてはならないこと。思ってはいけない罪深い感情が、心の奥底から湧き上がってくる。

　それはもはやごまかすこともできない。『嬉しい』という、感情だった。

　ブラウスの全てのボタンが外されて、ブラに覆われた乳房が顔を出す。

　恥ずかしい。櫻子が顔を背けようとすると、貴織の甘い声が聞こえた。

「僕から目をそらさないで」

　少し垂れ気味の、形のよい眦。見ているだけで心が和む、優しい貴織の瞳。

「櫻子、愛しているよ」

　口づけは、繊細で柔らかい。貴織の唇は光成のそれよりも少し厚くて、ふわふわしている。熱い舌がねっとりと口腔に入り込み、ぬらぬらと中を舐め回す。

「櫻子……ああ、夢にまで見た君の姿。身体の芯まで愛したい」

　胸元で光成が熱っぽく囁く。背中に手を回し、ぷつりとブラのホックを外した。そしてブラを上に押し上げると、まろみのある白い乳房がふるりとこぼれ落ちた。

「あ……っ、あむ」

　恥ずかしさに声が出るも、貴織の唇で塞がれる。目の前は彼の顔で覆われて、光成がどんな顔をして櫻子の乳房を見ているのか、わからない。

（自分で確認できないって、こんなにも……恥ずかしい）

　自分の胸を他人と比較したことはないが、Ｅカップの乳房は大きいほうなのかもしれない。だが、その形は果たしていいのか、乳輪の広さ、乳首の形。今まで気にも留めなかった胸の要素の全てが気になってしまう。

「可愛いな。少し陥没しているところが特に」

「ん、そうなの？　あ、本当だ。可愛いね」

　唇を外して、貴織が櫻子の胸に視線を向ける。

「やっ、あう、ふたりして見ないで」

　櫻子は顔を熱くしてイヤイヤと首を横に振った。逃げ出したいほど恥ずかしいが、貴織に手首を掴まれているので、手で胸を隠すこともできない。

「まずはここを気持ち良くしようか」

「いいね、じゃあ僕はこっち」

　貴織の手が櫻子の片手首から外れる。しかしすぐさま、光成がその手を握った。

　ふたりは同時に櫻子の乳房に触れる。

「あっ……」

　こんな光景があるだろうか。胸元で、見目のよいふたりの男性が櫻子の胸を弄り始めた。乳輪の真ん中には、奥に沈み込んだ乳首が見え隠れしている。普段は気にしたこともないが、櫻子はそんな自分の胸に羞恥を覚えた。

「だ、だめえ」

　慌てて声を上げるも、ふたりが動きを止めるはずもない。まるでボタンを押すように乳輪の真ん中を押したり、乳房をすくい上げてやわやわと揉みしだく。

　くるくると、人差し指で乳輪の周りを辿り、きゅっとつまみ上げる。

　櫻子は堪らず、熱いため息を吐いた。まだ、止めなきゃという気持ちは残っている。けれども、手首が固定されていては抗うこともできない。

　その時、ちゅっと小さなリップ音が鳴った。

　光成と貴織が、同時に乳房にキスをしたのだ。

「～～っ!?」

　びくびくっと櫻子の身体が震える。なんだ、これは。こんな感覚は、知らない。

「ほら、ちゃんと『こんばんは』ってしないとね？」

　乳輪を咥えながら、貴織が櫻子を見上げる。いつも優しい彼の目はいつになくギラギラしていて、まるで挑発するように勝ち気な目をしていた。

「舌でほじくり出してやろう。櫻子はただ、気持ち良く感じていればいい」

　形のよい目を伏せ、光成は何度もリップ音を鳴らせて乳輪に吸い付く。そして赤い舌先を尖らせて、乳輪の真ん中――奥で縮こまっている乳首を探るようにチロチロと舐めた。

「あっ、ア、あぁん！」

　身体中をかけめぐるような快感に、櫻子はあられもない嬌声を上げてしまった。

　貴織も、その舌を使って奥まった乳首をほじり出すように舐める。

「両方同時に舐められるって、どう？　気持ちいい？」

　くすくす笑って、貴織が尋ねる。

「ヤッ、そんなの、わからな……っ」

「なら、否が応にもその頭に刻み込んでやる。ほら――乳首が、出てくるぞ」

　光成が低い声で言うなり乳首に吸い付き、じゅっと強く吸い上げた。

「は……ぁ、ああぁっ」

　いっそ暴力的なほど甘くとろけるような快感に、櫻子は顎を上げて声を上げた。

「あはは、やっと『こんばんは』ってできたね。えらいえらい」

　同じように乳首を吸い上げた貴織は、ちゅっと音を立てて乳首を啄んだあと、人差し指でつつく。

「あっ、あ、だめ、ツンツンしないで」

　顔を出したばかりの乳首は敏感だ。櫻子がビクビクと身体を震わせると、光成がニヤリと口角を上げる。

「そんな風に言われると、意地悪がしたくなるな」

　口を大きく開けて、光成は乳房に舌を這わす。そして敏感に勃起した乳首に口づけをして、固くした舌先で舐め回した。

「はぁっ、あ、ううぅんっ」

「感じてる櫻子、本当に可愛いね」

　貴織が優しく声をかけたあと、彼も乳首に舌を載せた。ちゅっちゅ、とリップ音を鳴らして吸い付き、温かい口腔でみだらに舐める。

「あぁ、うっ、やぁ、そんなぁ……っ」

　ふたりが自分の乳首を吸って、舐めている。これ以上ないほど淫靡で罪深い眺めだ。

　恥ずかしさに耐えられず、櫻子は目を閉じる。しかし視界を閉ざした途端、胸を弄る甘い官能が絶え間なく櫻子の心を侵す。

（だめ……なのに。こんなの、間違ってる、のに）

　身体が痺れる。口から零れ出るのは発情した猫のような声ばかり。もはや抵抗をする気力も湧かず、ただ――快感という名の海に、溺れていく。

「櫻子」

　頬に触れる、光成の温かい手。

「こんな俺達を……愛してくれるか？」

　ちゅ、と唇にキスをされ、抱きしめられる。

「ずっと傍にいて欲しいんだ。君の望みはなんでも叶えてあげる。……だから、常識で僕達を計り、離れることだけはしないで」

　まるで懇願するように、貴織が囁いた。

　ふたりの言葉に、櫻子の心は激しく揺れる。

（私だって……ふたりが、好き）

　それは違えようのない、本当の気持ち。光成と貴織。ふたりとも、こんなにも――櫻子を望んでいる。

（常識で計らないで欲しい……か）

　ふたりとも、わかっているのだ。いや、社会的な立場があるからこそ、櫻子よりも現実を理解しているのかもしれない。

　それでも光成と貴織は、櫻子というひとりの女性を選んだ。

　苦悩したのかもしれない。別の道を模索しようともしたのかもしれない。だが、この『答え』にしか至れなかった。

　でも、それは櫻子も同じだ。

（愛したい。光成くんと貴織くん、ふたりとも私の大切な人だ。ふたりの願いを叶えてあげたい。私が愛することで、ふたりが幸せになってくれるなら……）

　それは、なんて嬉しいことだろう。櫻子がずっと夢みていたことだ。

　幼稚舎のころから仲良くなって、櫻子の苦難を助けてくれた。その恩を返したいと――ふたりを笑顔にしたいと、ずっと願っていた。

（この愛を受け取ることが、私にできる最大の恩返しなのかもしれない）

　何よりも、櫻子はふたりが大好きなのだ。光成と貴織を幸せにできるなら、自分の頭にくすぶる倫理への意識など、些細なものなのかもしれない。

「光成くん……貴織くん……」

　櫻子は震える手を動かし、ふたりの手を握った。

「怖いけど、これからのことは想像できないけど」

　きゅっと唇を引き締めた後、櫻子はひとつの覚悟を決める。

「ふたりのこと、大好き。この気持ちだけは……嘘をつきたくないよ」

　これが本音だ。まだ、全てのことを納得したわけじゃない。けれども、ふたりを愛する気持ちは大切にしたい。宝物のようなふたりだからこそ、その思いから後ろを向いて逃げたくない。

「櫻子……」

　貴織がうっとりと名を呼ぶ。

「怖がってもいい。戸惑うのは仕方ない。それでも俺達の気持ちを受け入れてくれたのが、とても嬉しい」

　光成の言葉。そして貴織の真剣な瞳。

　溢れんばかりの気持ちが伝わってくる。

「愛している。三人で、幸せになろう」

　貴織はそう言って、櫻子の額にキスをした。光成は櫻子の背中側にまわり、囲い込むように抱きしめた。

　ゆっくりと膝を割り、脚が大きく開かれる。

　櫻子は恥ずかしさに堪らず、ぎゅっと目を瞑った。

「ああ、とても綺麗だ」

　うっとりと貴織が呟き、最も秘めたる場所――秘所の割れ目を親指で押さえる。

「ふっ……」

　そっと触れられるだけでも、ぞくりと身体が粟立った。

　気遣うように、焦らすように、秘裂が暴かれていく。貴織の親指で大きく開かれた秘裂は、ぬらぬらと淫靡な蜜に濡れており、何者にも犯されていない蜜口が淑やかな窪みになっている。

「見ているだけで興奮してしまうね」

　くすりと貴織が笑う。指で軽く中心を擦られて、櫻子は「ああっ」と声を上げて身体を震わせた。

「大丈夫だ。優しくするから」

　後ろから抱きしめる光成が、耳元で甘く囁く。そして耳朶に口づけ、耳の中に舌を挿し込んだ。

「あ……あぁ……っ」

　耳は、弱い。ぞくぞくした快感が櫻子の身体を支配する。

　その甘い官能に身を任せていると、秘所に柔らかくぬめった感触を覚えて、櫻子の身体は大きく痙攣した。

「ひゃあっ！」

　それは、貴織の舌だ。

　彼は舌で秘裂の襞を舐め、秘芯に吸い付き、チロチロと舌先で転がす。

「だ、だめえ、そんなの……っ！」

　櫻子はぷるぷると身体を震わせ、身体をよじった。しかし男性ふたりに身体を固定されていては、身動きも取れない。

「ふふ、もっと気持ち良くなってもらわないとね」

　唾液に濡れた唇でニヤリと笑う。今まで櫻子が持っていた貴織の爽やかなイメージとはかけ離れているが、ドキドキするほど淫靡で妖艶な表情だ。

「ほら、ここも好きなんだろう？」

　内緒話をするような小声で光成が言い、ぷっくりと膨らんだ乳首を両手で摘まむ。

「はっ、や……っンン！」

　脚に力が入る。しかしいくら閉じようとしても、貴織が脚の間に入っているから無理な話だ。無防備も同然になっている秘裂を、貴織は絶え間なく舌で愛撫し続ける。

　光成は耳を食み、首筋に舌を這わせながら、硬くなった乳首を親指と人差し指で抓り、コリコリと捏ね続ける。

　まるで身体全体を舐め回されているような愛撫。

　このような体験はもちろん初めてで、性に初心な櫻子が耐え続けられるわけがない。

「あ、だめ、なんか……来……るっ！」

　その時は、あっという間に訪れた。

「んっ、あっ、あぁぁああ！」

　雷に打たれるような衝撃。快感が頭の中で爆ぜて、白く染まる。

　――そして後に残ったのは、恍惚にも似た虚脱感だった。

「はぁ……は……ぁ……」

　息を整える櫻子を見て、貴織が嬉しそうに微笑む。

「イッちゃったね」

「櫻子のイキ顔はとても可愛らしかった。もっと気持ち良くさせたくなるな」

　フ、と光成が後ろで笑う。

「ほら、ここも出来上がってきたみたいだよ？」

　顔を上げた貴織は、櫻子の秘所を柔らかく開いた。貴織の唾液と櫻子の蜜で濡れたそこは照明に反射してぬらぬらと光っており、非常にいやらしい見た目となっている。

「じゃあ櫻子の初めては、僕が貰うね」

　顎を摘まみ、ちゅ、と貴織が唇にキスをする。

「櫻子と籍を入れるのは俺だからな。そういう約束にしたんだ」

　光成が首筋に口づけ、そう呟く。

「う……。私を差し置いて、なんて約束をしているの」

　思わず恨みがましくふたりを睨むと、貴織と光成はクスクス笑った。

「素直に話したところで、櫻子は戸惑うばかりだろうしね」

「すまないな。しかし、ふたりと結婚できない以上、これは事前に決めておかなければならなかったんだ」

　財閥を継ぐ双子の兄と、その兄を支え続ける弟。

　世間体を大事にするなら、もちろん跡継ぎが結婚をするべきである。同時に、弟は一生独身の身であってもさほど問題視はされない。もちろん、財閥の御曹司という立場である以上、放っておかれることはないのだろうが。

「君の処女と、君の婚姻。櫻子の初めては、僕達が全て共有する」

　貴織はそう言って、ずいと身体を寄せた。そしてスラックスを寛げ、己の楔を持ち出す。

　それは、貴織の綺麗な顔からは想像がつかないほどグロテスクだった。

　くすんだ肌色をした杭はたくましく、浮き出た血管は生々しく脈打っていた。先端は赤黒く、カリの部分はつるりとしていて、先走りの雫が滴っている。

「櫻子……、愛している」

　夢見るように呟き、その楔で秘裂に触れた。ぬるり、ぬるりと、先端に愛蜜を塗りつける。

　光成は、櫻子の腰が逃げないようにと、しっかり上半身を抱きしめた。

「震えてるな。しかし怖がらないで欲しい。……貴織は優しいから」

　そっと頬を撫でられ、幾分か緊張していた櫻子の身体が緩んでいく。

「挿は入いるよ――」

　その呟きと共に、貴織のものがゆっくりと入ってくる。

「う、ン……っ！」

　それはあまりに大きな質量で、櫻子は再び身体を戦慄かせた。それをなだめるように光成はゆっくりと櫻子の腕をさする。

「は、ぁあ。おっ、き……ぃよ……」

　膝ががくがくと笑っている。例えようのない異物感は甘さを孕んでいながらも衝撃的で、櫻子の身体はまったく言うことを聞いてくれない。

「まだカリの先端が入っただけだよ。……っ、く、想像以上に……狭いね」

　貴織が熱いため息をつき、ゆっくりと腰を進めた。

　つぷん、とまるで呑み込むように、カリの部分が挿は入いった。

「はっ、あ！」

　それだけで、衝撃を感じる。櫻子はぎゅっと光成の腕を握りしめた。

「しっかり息をするんだ。息を止めると、余計に辛くなるぞ」

　耳元で光成が助言を送る。言われたとおり、櫻子は深い呼吸を繰り返した。

「はぁ、は、はぁ……」

「ふふ、上手だね」

　貴織の口元が嬉しそうに弧を描く。そして時間をかけて、味わうように――性器の侵入を続けた。

　えらの張った部分が、道なき隘路をえぐるように擦る。

　太くて硬い貴織の楔は興奮で血管が脈打ち、そのドクドクという鼓動さえ、敏感に感じ取ってしまう。

「あっ、あ……っ、ドキドキ……するっ」

　生々しい性交。破瓜の鈍痛と、それを上回る快感。下腹をうずまく、不思議な疼き。

「初めてを感じてる櫻子は、たまらないほど可愛いな」

　ジッと櫻子を見つめる光成が、うっとりと言った。

「本当だね。切なそうで悲しげで、なのにとても気持ち良さそうで――。気持ちが昂ぶって、一気にヤッてしまいそうだ」

　貴織は頬に一滴の汗を流し、凶悪な笑みを浮かべる。ずぶずぶと侵入を進め――やがて、楔の付け根と秘裂がぴたりと合わさった。

「ああ……奥まで挿は入いったよ」

　感極まったように、うわずった声で貴織が言った。櫻子はあまりの質量に言葉も出ない。

「どうしよう。すごく嬉しい。今、僕は櫻子とセックスしているんだ」

　はぁっと熱いため息を吐いた貴織は、その大きな手でしっかりと櫻子の手を握りしめる。

「夢にまで見た。でも罪深いと思って何度も諦めようとした。それでも諦めきれなくて、夜ごと夢想した――その夢が叶うなんて……」

　ぐっと貴織が腰を引く。膣内で、ずるりと楔が隘路を擦り、櫻子は「あぁっ」と甘い嬌声を上げて身をよじる。

「本当に、嬉しい。これが現実で起きてることなんて」

　再び奥まで貫かれ、櫻子の顎がくっと上がった。

「あぁああっ」

　達したばかりで敏感な身体が、その抽挿に反応する。膣内でドクドクと脈打つ貴織の楔は熱く、硬く、とてもいやらしい肉質感があった。

　――耐えきれない。暴れ出しそうになる身体を、後ろから光成がしっかりと支える。

「そんなにいい具合なのか」

　どこか楽しそうに尋ねる光成に、貴織はゆっくりとした抽挿を繰り返しながら「ああ」と頷いた。

「実のところ、いつでもイケそうだ。ふふ、必死に我慢してるよ」

「へえ？　それなら、貴織がイクまでの間、俺は櫻子の可愛い声を聞かせてもらおうか」

　息も絶え絶えな櫻子の上で、双子がそんな会話をする。

　そして光成は、大きく開いた櫻子の秘所に手を伸ばし、赤く突起した小さな秘芯に人差し指で触れた。

「ひゃっ、ああっ！」

「ダメだよ。そんなところ弄っちゃ。櫻子、いっぱいいっぱいなのに」

「追い詰めると、どこまで乱れてくれるのか、今のうちに把握しておきたいからな」

　ぐちゅっ、ぬちゅ。

　繰り返される性器の抽挿。それとは違う動きで、コリコリと秘芯を弄られる指の感覚。

「だ、めぇ……！　そんな、同時になんて……っ！」

　びくびくと震える櫻子の身体。

　更に光成は乳房を掴み、その乳首をぐりぐりと擦る。

「ひっ、ぁ、ああっ」

　大きく背中がしなった。身体が大きく痙攣して、再び頭の中がまっしろな雷光に染まる。

「……く。ああもう、無理。櫻子がイッた瞬間、君のナカががキュウッて締まったよ。可愛すぎない？　そんなに僕のものが欲しいんだね」

　嬉しそうに笑って、貴織は身体を起こした。光成は櫻子から少し離れて、自分のシャツボタンをぷつぷつと外し始める。

「え、光成くん……」

　櫻子が光成に顔を向けた途端、貴織がその身体に覆い被さった。ぎゅっと痛いくらいに抱きしめて、腰を大きく引かせる。

　勢いよく楔を打ち付け、パン、と肌のぶつかる音がした。

「あぁっ！」

　衝撃にも似た快感に、櫻子は目を瞑って喘ぐ。

「櫻子……っ！」

　貴織はいつになく余裕のない声で櫻子の名を呼び、激しい抽挿を繰り返した。ずるずると隘路を削るように擦り上げ、子宮口めがけて勢いよく穿つ。

「はっ、あ、はっ、はあ」

　まるで全速力で走っているみたい。パン、パンと、絶え間なくいやらしい打音が部屋内に響いて、貴織と櫻子、両方の息が切れる。

　甘やかな睦言も、気取った口説き文句もない。まるで言葉など忘れてしまったケモノのように荒々しく息を吐き合い、性器の交わりは続いた。

　貴織の表情に余裕がなくなり、櫻子を乱暴に抱きしめた。力加減を失って、ただ、自分の快楽を追い求めるように、あるいは貪るように、櫻子の隘路をえぐり、擦る。

「いっ、あ、はっ、ぁアっ！」

　抽挿のたび、快感が激しさを増す。櫻子は思わず、貴織の肩を抱きしめて爪を立てた。

　ぱん、パン。

　苛烈な打音は速さを増し、櫻子の頭の中はもう、まともな思考力もない。

「はっ、は、ア、あ……櫻子……っ！」

　ぐぐっと櫻子を抱きしめる腕に力を込め、貴織はいっそう力強く、己の杭を穿った。

「……っ、くっ」

　そして――果てる。いっそう硬くなった楔は貫かんばかりに櫻子の最奥を擦り、その無防備な子宮口に、先端から白い欲をびゅるびゅると注ぎ込む。

「あ……ぁ、あっ」

　もはや言葉が出てこない。何も浮かばない。

　迸る欲はまだ尽きない。貴織は最後の一滴まで零さないように、ぴったりと付け根を合わせた。ドクドクと脈打つ楔の感覚が、膣内を通じてダイレクトに伝わってくる。

「はっ、あ……はぁっ」

　櫻子は知らず、ぎゅうっと膣を締めていた。彼の精液を全て欲しがるように。まるで搾り取るみたいに、その子宮口は嬉しそうに精液を呑み込んでいる。

　櫻子はすっかり脱力した身体で何度も呼吸し、肩を上下させた。

　心身ともにへとへとだ。しかし、光成は櫻子の回復を待つ気はみじんもないようである。

「次は俺だな」

「弛緩してふにゃふにゃになった櫻子のナカ、気持ち良くて名残惜しいけど、交代だね」

　貴織は、惜しむようにしながらも、ズルリと楔を抜く。その擦られる感覚に、櫻子の身体は素直に反応した。

「っ、んっ！」

「ああ、そうそう。ちゃんと綺麗にしてあげようね」

　言うなり、貴織は人差し指と中指を膣内に挿し込んだ。そして、グリッとひねるようにナカで動かす。

「あぁ、や、うっ」

　愛撫にも似た指の感覚に、櫻子はフルフルと首を横に振った。

「疲れているのにごめんね。でも、出してあげないといけないから」

　何度もナカを掻き回した後、その指を勢いよく引く。

　途端、ごぽっと水音がして、膣内に溜まっていた精が勢いよく零れ出た。

「うーん、思った以上にたくさん出ていたね。自慰よりも遙かに気持ち良かったから、仕方ないか。はい光成、どうぞ」

　後始末を終えた貴織が場所を譲る。すでに己の楔を露出し、すっかり準備万端になっていた光成は、ぐったりと横たわる櫻子の前に座った。

　櫻子は、力ない目でぼんやりと光成を見つめる。

　彼の楔は、貴織とは対照的に色白だった。ただ、先端のカリ首がやけに赤くて、毒々しい。

　杭は薄い肌色だからか、浮き立った血管は赤黒く、ある意味グロテスクな光景である。

　そして、腰を持ち上げるなり、クルリと体勢を変える。

「ひゃあっ！」

「俺は、こっちの体位で君を貰おう」

　四つん這いになって、お尻を光成に向ける体勢。櫻子の顔がみるみると熱くなる。

「や、これ……恥ずかしい……っ！」

　思わず下を向くと、自分の前に影が出来た。

「じゃあ僕は、恥ずかしがる櫻子の顔を堪能させてもらおうかな」

　そっと顎を摘まみ、貴織が嬉しそうに櫻子の顔を見ている。

「や、見られながら……というのは……っ」

「その照れ顔、本当に可愛いね。大丈夫――ここには、僕と光成しかいないから」

　にこりと貴織が笑う。そして光成は、櫻子の臀部を両手で掴んだ。

「そうだ。俺と貴織と櫻子しかいない。――どれだけ乱れても、構わない」

　ぐりりと、後ろから楔があてがわれる。

　光成はフッと笑って、臀部を優しく撫でた。

「ここからだと、櫻子の全てが見えるな。ここなど、慎ましやかで愛らしささえある」

　つん、と突くのは、櫻子の後孔。びくんと大きく身体が震える。

「やっ！　そ、そんなとこ、触っちゃだめ！」

「だめ、と言われると余計に弄りたくなるが……まあそれは、後々のお楽しみにしておこう。君を俺達の色に染め上げるのが、今から楽しみだ」

　まるで悪者のように低く笑う光成。櫻子の頬を撫で、貴織がうっとりと言う。

「いいね。とびきりいやらしく、えっちなことが大好きな奥さんになろうね」

　そんなのにはなりたくない。

　櫻子が慌てて首を横に振ろうとしたが、その前に衝撃が走る。

「あぁああっ！」

　光成が勢いよく楔を打ち込んだのだ。

「んんっ、あ、奥、こすれて……っ」

　びくびくと震える背中を、貴織が優しく撫でる。

「ああ、正常位と違う感覚なのかな？」

「カリが当たる場所が違うからな。しかし……これは確かに、貴織の言うとおり、だな」

　櫻子の腰を掴み、光成がいつになく余裕のない声で呟く。

「まるで快楽の坩堝だ。貴織が慣らしてくれたおかげで、ほどよい柔らかさがあり、とろけるように温かい」

　はあ、と熱くため息をつき、光成はゆっくりと腰を引いた。

「こんなもの――まともな意識を保っているほうが、無理という話だ、な！」

　ぐちゅっ。

　勢いよく楔が穿たれ、櫻子の身体が跳ね上がりそうになる。そんな櫻子の上半身を支えるのは、貴織だった。

「悪いが、俺は少し乱暴にしてしまう。あまりに気持ちが良すぎて……身体が、言うことを聞かない」

　ぱんっ、パン！

　臀部に光成の付け根が当たる音。激しく、鋭く、光成のエラを張ったカリは容赦なく隘路をえぐり、抽挿を繰り返す。

「はっ、は、あぁっ、ああ！」

　あまりの激しさに、息をするのも忘れる。貴織との性交はまだいたわりがあったが、光成の性交は情熱の塊をぶつけるようだ。

　後ろからだと腰を引きやすいのか、より強く、楔で突かれる快感がある。

　ずん、と最奥に当たるたび、下腹に強い衝撃が走った。

「あっ、ああっ、は、あン！」

　櫻子は嬌声を上げ、喘ぐことしかできない。四つん這いの状態で激しく打ち付けられて、乳房がゆさゆさと揺れた。そこを、貴織が指で触れる。

「ここ、可愛く揺れてていいね。無防備すぎて弄りたくなってしまうよ」

「やっ！　だめえそんなのっ」

　余裕なんて一ミリもなくて。櫻子はイヤイヤと首を横に振った。しかし、櫻子が困るほど、この二人は悦んでしまうらしい。

「ねえ、言ったでしょう。俺達はね、櫻子にもっと乱れてほしいんだよ」

　耐え間ない快感の連続で、硬く勃ちあがったままの乳首。ぎゅっと抓られ、櫻子の顎が上がる。

「ほら、キスもしてあげるよ」

　ぐりぐりと乳首を捏ねながら、貴織が唇にキスをした。そのまま舌を挿し込み、いやらしく口腔で這い回る。

「んっ、ン」

　櫻子はつい、舌の動きに敏感に反応してしまった。

「メインはこちらだということを忘れないように」

　すると、パン、と大きな打音。勢いよく穿たれ、声が出せない櫻子はくぐもった嬌声を上げる。

　後ろからは絶え間のない性交。前からは甘い甘いキスと、容赦のない乳首の愛撫。

　櫻子のタガはすっかり外れている。身体中気持ちいい。――こんな快感に、耐えるなんて、無理な話だ。

「んっ、ン、ふぁ、あぁああっ！」

　三度も達してしまった櫻子の声は枯れ、かすれていた。

「櫻子……、ああ」

　光成がたまらなくなったように名を呼び、楔を最奥まで突いてグリグリと擦り上げたあと、櫻子の背中を下から上にかけて、背骨を辿るように舐め上げる。

「～～っ」

　ぞくぞくする感覚に、櫻子の身体は震えた。

　ピンと背中が反って上半身があがったところで、貴織が硬い乳首をぴんと指ではじく。

「ふっ、ああ！」

　思わず身体が強張る。それと同時に、光成のものを咥え込む膣内がぎゅっと締まって、光成が熱く息を吐いた。

「うねり、まとわりつき、吸い付く。君のナカはたまらないな」

　フ、と小さな笑い声。光成はずぷっと楔を引き、力強く突いた。

　先端のカリが、えぐるように隘路を進み、未熟だった櫻子の膣内は、貴織と光成、両方の形に添ったものへと変貌していく。

　光成は櫻子の背中にを抱きしめると、その身体を起き上がらせる。互いに膝立ちになって、まるで下から突き上げるように身体を揺さぶられた。

「あっ、あ、ァ、ああっ！」

　後ろとも前とも違う。上下の抽挿。これほど膣奥を突き上げる感覚はなく、櫻子の身体はガクガクと震えた。

「こわれ、ちゃう……っ」

　はくはくと息を吐いて、泣きそうな声で弱音を吐くと、正面の貴織は、露わになった乳房を両手で寄せ上げて、ぷっくりと充血する乳首を咥えて吸った。

「っ、あン！」

　びくんと反応すると、光成が「ふっ」と笑う。

「貴織が乳首を弄ると、いちいち櫻子のここが締めつけてくる。まったく、いやらしい身体だな」

「や、そんな……だってっ」

　イヤイヤと櫻子が首を横に振ると、光成が耳元で囁いた。

「実に、俺達好みだ。櫻子、俺達に愛されて、果ててくれ」

　もはや壊れてしまいそうなほど、どくどくと心臓は早鐘を打っている。くたりと倒れてしまいそうな腰は、光成がしっかりと持ち上げていた。

　上下の抽挿は速さを増し、下肢からはぬちゅっ、ずちゅ、と絶え間なく粘着質な性交の音がしている。

「はっ、は、ああ、あぁああっ！」

「……っ、く、うっ」

　何度も何度も穿たれて――あまりに揺さぶられすぎて、平衡感覚すら曖昧になって――。

　うめきにも似た低い声を出しながら、光成は何度も腰を打ち付ける。その速さは増す一方で、止めどない快感は果てがない。

　そして櫻子がくらくらした時、光成の太く硬い性器は、まさに楔のように最奥へと突き上げた。

　子宮口をぐりぐりと擦り上げ、カリの先端から、びゅるっと勢いよく欲の飛沫が放たれる。

　二度も子宮を侵され、櫻子はもう指先一本、力が入らない。完全に脱力してしまったその身体を貴織が、そして後ろから光成が、抱きしめた。

「最初から飛ばしてしまったか」

「何しろ、子供の頃からの夢だったからねえ、ふふ」

　双子が何か話している。だが、櫻子は声も枯れて出てこない。

「はっ、は、はふ……っ、は」

「言葉も出せないか。悪い、無理をさせてしまったな」

　くったりする櫻子の頭を撫でる光成の声は、とても甘く、いたわりがあった。

「大事に、大事に、壊さないように……愛していこうね」

　光成の胸にもたれながら、櫻子はぼんやりと自分を見つめるふたりを見上げる。

　ふたり分の瞳。冷たい印象のあるつり目と、柔和な雰囲気のあるたれ目。でも、目の形はまったく同じで、やっぱり双子なんだなとぼんやりした頭で思った。

　どちらも、愛情に満ちた温かい目をしていた。

　じわじわと、櫻子の心に熱がこもっていく。愛されているんだ、という自覚。自分も愛するんだ、という仄かな決意。

「ああ、櫻子。俺達は今までも、そしてこれからも、愛し続けるよ」

　汗に濡れて、額に張り付いた髪を優しく避けて、光成は櫻子の額にキスをした。

　櫻子は、その心地よさに思わず目を瞑る。

　すると、疲れ果てた身体に抗えない睡魔が押し寄せてきた。

（光成くん……貴織くん……）

　声に出せないならせめてと、心の中で愛しい人の名を呼んだ。

「少しずつ慣らしていこうね。大丈夫、櫻子は僕達が守ってあげるよ」

「ああ。これからはずっとここで、共に暮らしていくんだ」

　激しい性交とは打って変わった、穏やかな声色。

　ふたりの声に安心するように、櫻子は甘やかな睡魔に身を任せていった。






第二章　瀬山光成の隠された趣味








　櫻子の引っ越しは、まるでそれが予定されていたかのように、スムーズに事が進んだ。

　瀬山財閥次期会長である瀬山光成の婚約者として彼と貴織が住む屋敷に移り住むということに、櫻子はどうなることかとハラハラしていた。しかし、櫻子が光成の婚約者となることについては拍子抜けしてしまうほど、何も問題は起きなかった。むしろ現会長である、光成と貴織の父親は手放しに喜び、櫻子に感謝したくらいだった。どうやら、かねてよりなかなか結婚に乗り気にならない光成に焦りを感じていたらしい。貴織はともかく、光成は早く結婚して跡継ぎを作ってほしいというのが、会長の切実な願いだったのだ。

「くれぐれも息子をよろしく頼むよ、なんて言われてもねえ」

　件の会長に挨拶をして、屋敷に戻った櫻子は困った顔で呟く。

「うう、お義父様が親切でとてもいい人なだけに、この現状がめちゃくちゃ申し訳ない気分になるよ……」

　櫻子と、瀬山財閥会長との縁は長い。

　母子ともども父に捨てられ、瀬山双子に助けられて――瀬山会長とは、そこからのつきあいだ。

　櫻子達の後ろ盾になって、有能な弁護士を雇い、母は父と離婚協議することができた。櫻子にとって瀬山双子とその父親は恩人も同然である。

「要は、世間体を守りつつ、僕達は僕達で幸せになればいいってことなんだから、深く考えなくていいんだよ」

　ニコニコ笑顔であっけらかんと言うのは貴織。

「櫻子が俺と貴織、どちらの子を孕むかは神のみぞ知る――だが、ＤＮＡ鑑定など無粋なまねをするつもりはないし、周りにそんなことをさせようとする輩がいたら、即刻排除する。だから何の問題もない」

　光成は相変わらず真面目な顔をして、メガネのフレームをきらりと光らせながら、何だかおかしなことを言う。

「問題、ありまくりだと思うんだけど……」

「大丈夫。子供が生まれても、瀬山家は子供と親は別で暮らすことがしきたりだから、僕らの関係が知られることもないよ」

「そ、そうなの!?　さすがにそれは寂しいんだけど……」

　ぎょっとした櫻子が言うと、光成が「仕方ないだろう」と腕を組む。

「俺達の子は、つまり瀬山財閥の後継者になるんだ。俺達がそうだったように、幼少の頃からありとあらゆる教育を叩き込まれる。毎日せわしくなく家庭教師が出入りするし、外でのレッスンもある。親が子にしてやれるのは、休日の息抜きの相手くらいなものだ」

　櫻子はぽかんと口を開けるしかできない。

　ふたりの言葉を聞いて、ようやく瀬山財閥次期会長の妻になるという実感が湧いてくる。

　そう、櫻子にとってふたりは単に仲のよい幼馴染だったのだが、国内有数の財閥の跡取りというのは、時に世間一般の常識から大きくかけ離れることもあるのだ。

　それが、教育の違いなのだろう。

「でも、僕も光成も寂しいとは少しも思わなかったし、父や母との関係も良好だったよ」

「そうなの？」

　貴織の言葉に櫻子が首を傾げると、光成が同意するように頷く。

「ああ。ほどよい距離感が良かったな。母は早世してしまったが、とても優しく、時に厳しい、そして愛嬌のある人だった。俺も貴織も母のことが大好きだったし、幼い頃はよく取り合いをしたものだったよ」

　光成が懐かしそうに、メガネの奥にある瞳を細める。

　二人の様子を見て、櫻子はほんのりと安堵した。子供と離れるのが寂しいという気持ちはあるけれど、疎遠になるわけではないというのがわかったからだろう。




　新たに始まった櫻子の生活は、実のところ住み処が変わったくらいなもので、他の部分はほとんど変わっていない。毎日会社に出社してくたくたになるまで仕事をし、帰りに病院に寄って母を見舞い、屋敷に帰る。

　母の容体は驚くほど順調に回復していた。療養も予定より早く終わり、そろそろリハビリに入るらしい。

　退院したあかつきには、前の団地ではなく、双子が建てた新たな屋敷に住む予定である。そこは櫻子が住む屋敷とほど近く、母の身の回りを世話するお手伝いさんや、専属のハウスクリーニングが入る予定だ。

　櫻子も母も最初は恐縮したのだが「俺の妻になる女性の母親なのだから、これくらいは当然だ」と光成が断言し、「僕達にとって知美母さんは家族も同然なんだから、これくらいはさせてよ」と貴織が説得したことで、母は、仕方なく折れた。

　さすがに瀬山財閥次期会長の妻の母が、公営の団地住まい――というのは、体面もよくないと母なりに思ったのかもしれない。

　心配だった母の生活も安泰で、櫻子自身は思わぬ玉の輿に乗り、さぞかし順風満帆だろうと思われそうだが――実際の櫻子の毎日は、嬉しさよりも戸惑いのほうが強かった。

　何故かというと、想像以上に『至れり尽くせり』な生活だからである。

　他人が聞いたら、何と贅沢なと怒るかもしれない。だが、櫻子は本当に困っている。

　具体的にどのあたりが、というと――。

　朝、起きたら、食卓に座っている。

　この時点で何かがおかしいと気づくべきだ。自分は、部屋のふとんで寝ていたはずなのに「朝だよ、起きて」と貴織の甘いモーニングコールと共に目を醒ますと、食卓の座席に座っているのだ。つまり貴織が寝ている櫻子を居間まで運んでいるということである。

「今日の朝食は、ごはん、あさりの味噌汁、しらす、大根おろし、卵焼きだ。摂取カロリーは想定内。不足しがちな野菜は昼の弁当で補填している」

　食事のたびに懇切丁寧に料理内容を説明するのは光成だ。必要な栄養素とカロリーから献立を考えるのは光成の仕事で、その通りに料理するのが貴織の仕事らしい。

　言うなれば光成は櫻子専属の栄養士、貴織は専属の料理人である。

　そして――。

「はい、あーん」

　パジャマ姿の櫻子の口に、箸で摘まんだおかずを運ぼうとする貴織。

「いいか、一口三十回噛むんだぞ。数えるからな」

　横でやたら煩く注意する光成。そんなふたりに挟まれて、櫻子は毎日食事をしている。

　言葉通りの『至れり尽くせり』なのだが、これは完全に体調を管理され、完全に介護されているも同然である。

　味は格別に良い――だが、櫻子は双子の異常さを感じて戦慄している。

（クセが強い――と、言うのかな。さすが瀬山財閥の息子さんだよね。前から一筋縄でいかないところがあるとわかっていたけれど、一緒に住んでみると、本当にふたりとも個性が強いっていうか）

　櫻子は疲れたようにため息をつく。

　どうやら光成も貴織も、根っからの世話好きらしい。櫻子の世話がしたくてたまらないという感じだ。

　櫻子は朝な夕なとふたりに世話を焼かれて、さらに夜は頻繁に肌を重ねている。

　毎夜くたくたになるまで双子に愛されてしまうので、どうにも朝が辛いのだ。元々早起きが苦手だったので、余計に辛い。

　だからといって、寝こけている櫻子を座卓まで運ぶのはやりすぎだと思わなくもないが、結局のところ光成と貴織がやる事を全て許しているあたり、自分はつくづくふたりに甘いなあと櫻子はしみじみ感じてしまう。




　さて、そんな今日は土曜日だ。櫻子の会社は休みだが、光成も貴織は普段から忙しくしており、土日もよく出勤している。今日も光成は仕事で、貴織は現瀬山財閥会長の第一秘書として、朝からでかけていた。

　櫻子としては、のびのびと余暇を満喫できる、貴重な時間である。双子が傍にいると、どうしてもアレコレと世話を焼かれるし、アレコレとえっちなこともされてしまうので、何というか、なかなか身体が休まらないのだ。

　午前中はきっちりコーディネーター資格の勉強をして、お昼ごはんは貴織が作ってくれた弁当を口にする。

「午後は、掃除でもしようかな」

　お弁当箱を洗ってから、櫻子は納屋から掃除道具を取り出した。屋敷の掃除自体はハウスクリーニングが入っているので、さほどする必要もないのだが、光成と貴織、そして櫻子の部屋は各自で掃除をするのだ。

　ちなみに櫻子の部屋に関しては、光成と貴織がやたら掃除をしたがる。櫻子はそれを懸命に断って、せめて自分の部屋くらいは掃除させてほしいとお願いして、掃除をしていた。なんとも奇妙な話だが、あの双子に常識を問うのが無意味というのは、もう嫌というほど理解している。

「そうだ。ふたりとも仕事だし、ついでにふたりのお部屋も綺麗にしておこう」

　普段から食事を作ってもらい、食べさせてもらい、服を選んでもらって、さらに着替えまでさせられているのだ。子供ではないのだから、それくらい自分でできると主張したいところだが、一応完全に世話になっている手前、少しはふたりの役に立ちたいという気持ちもある。

　櫻子はまず自分の部屋を掃除したあと、貴織の部屋に入り、掃除機をかけてから拭き掃除をした。

　そしてバケツの水を取り替えて、光成の部屋に入る。

「ふたりとも、驚くほどモノが少ないよね……」

　掃除をしながら呟く。性格はぜんぜん違うが、こういうところは双子というか、不思議な共通点がある。

　何しろ机すらないのだ。和室の部屋には服などを仕舞う箪笥がポツンとあるだけで、あとは何もない。飾り気がゼロで、悪く言えば殺風景である。まさに『寝に帰っている』という言葉が似合うほどだ。

「まあ、それだけ、普段は忙しいってことかな」

　そんな独り言を零しつつ。櫻子は箪笥をぞうきんで拭いた。

「――ん？」

　そこで、ようやく気づく。箪笥の影になった場所にステンレス製のアタッシュケースが置いてあったのだ。

　貴織の部屋にはなかったものだし、間違いなく光成の私物なのだろう。

　几帳面な彼の性格からして、こんな風に外に出しておくのは珍しい。彼なら、アタッシュケースは押し入れの中にでも片付けているはず。

（ということは、昨日の夜、このアタッシュケースを取り出して、そのままにしてしまった……ってことなのかな）

　あの光成が片付け忘れるなんて珍しいが、彼も忙しい人間だ。うっかりすることもあるだろう。

　中身が多少気になったが、開けて見るほど無神経な性格はしていない。

　櫻子はアタッシュケースをそのままに、掃除を再開しようとした。

「……それを見つけてしまったか」

　すると、いきなり後ろから声をかけられ、櫻子は思わず跳び上がってしまう。

「きゃあああ！　って、み、光成くん!?」

　いつの間に帰ってきたのだ。櫻子が驚愕の声を出すと、ビジネススーツ姿の光成がずかずかと部屋に入ってきた。

「し、仕事は終わったの？」

「ああ。今日の仕事は午前中の打ち合わせと、会食だけだったからな。それで――櫻子。そのアタッシュケースの中身が気になるのか？」

　やけにつっこんで聞いてくる。そこに嫌な予感を覚えた櫻子はぷるぷると首を横に振った。

「いや、ぜんぜん興味ないよ。単に、掃除をしてただけだし」

「そうか、掃除をね。……掃除は俺達がやると言っているのに、どうして櫻子は、俺と貴織の数少ない趣味を取り上げるんだ？」

「そ、掃除が趣味っていうのも、どうかと思うんだけど……」

　会話を交わしながら、なぜか光成が少しずつ距離を詰めてくるので、自然と櫻子はじりじりと後ろに下がってしまう。

　ちなみに、光成と貴織は、本当に趣味が『掃除』である。櫻子の世話が一段落して、少しでも時間が出来たら、各々気になっているところを掃除し始めるのだ。

　ハギレを割り箸に巻き付けるなどの手作り掃除アイテムを作るのも好きだし、貴織は、鍵編みで様々な形のアクリルタワシも作っている。まめなのはいいことだが、財閥の御曹司がふたり揃って、障子の隅っこや風呂場のサッシをちっくりちっくり掃除している姿はなかなかシュールなものがある。

　プロのハウスクリーニングが入っているので、櫻子からしたら屋敷はピカピカに見えるのだが、光成と貴織には違うふうに見えているようだ。

　極度なレベルではないが、ふたりとも潔癖症な部分があるのだろう。本当は、ハウスクリーニングが屋敷に入るのも歓迎はしていないようだ。しかしふたりとも多忙であるゆえ、仕方なく契約している――そんな雰囲気を見せている。

「さて、櫻子。時に話は変わるが、いい機会だから尋ねておこう」

「は、はい？」

　いつの間にか、櫻子は壁際まで追いやられていた。光成は逃してたまるかと言わんばかりに、冷たい壁に両手をついて、櫻子を囲い込んでしまう。

「まずはそうだな……鞭から行くか」

「む、鞭？」

「櫻子は、鞭でぶたれてみたいなどと、思ったことはないか？」

「あるわけないでしょ」

　真顔で即答した。間近にいる光成が、何故か若干残念そうな顔をする。

「なら、ろうそくのロウを身体に垂らしてみたいなどは」

「な、い！」

　きっぱり言うと、光成はめずらしく唇をへの字型にして、不満そうな顔をした。

「何もそこまで断言することはないだろう。試したこともないくせに」

「いや、試したいとも思わないから。一体なんなの？　鞭とかろうそくとか。まるで……」

　ＳＭみたい。

　そう口に出そうとして、櫻子は慌てて口を閉ざした。

　なんだろう。そのワードを言ってはいけないと、櫻子の危機本能が訴えるのだ。

　しかし耳聡く聞いた光成は、ぱしっと櫻子の手首を掴む。

「まるで、なんだ？」

「い、いやその」

「今の単語で何を想像した？　その想像は間違いなく、君の深層心理が興味を持っている証拠だ」

「いやいや、そんなわけないから。だ、大体、なんでそんなこと聞くの？　そこにあるアタッシュケースに関係あるの？」

　櫻子は強気に言い返してみた。すると光成は静かに目を閉じたあと、そっと櫻子の手首から手を離す。

「見たほうが早い」

　光成はさっそく箪笥の影から銀色に光るアタッシュケースを持ち上げた。

「あっ、別に見たくないです」

　櫻子は慌てて拒否するも、光成は畳にアタッシュケースを平置きした途端、ぱかっと開けてしまう。

　すると、否応なく中身が見えてしまって、櫻子は驚愕のあまり言葉を失った。

　クッションになった赤いベルベットの上に、黒革の鞭。透明ケースに入った赤いろうそく。綺麗に束ねられた荒縄、その他、用途不明だが、男性器に似た長細いもの。

　生活の上で特に必要性が感じられないアイテムばかりである。あまりになじみがなさすぎたせいか、櫻子はマジマジとそれらを凝視してしまった。

「やはり気になるようだな」

　光成が静かに言い、ゆっくりと束ねた荒縄を持つ。

「櫻子に隠していたのだが、どうやら俺は、嗜虐性の強い性格をしているらしい。実はずっと前から、櫻子を調教したいと思っていて、こうして道具を集め、毎日手入れをしていたんだ」

　なんというカミングアウトだろう。できれば一生知りたく無かった類の情報である。

　櫻子は卒倒しそうになったが、慌てて自我を保つ。今気絶したら何をされるかわかったものではない。

「先ほどの問答を経て考えたのだが、どうやら櫻子は、マゾの気質が薄いようだな。至ってノーマルという表現がふさわしい。というわけで、まずは初心者コースから行ってみようと思うんだ」

　なんだろう、さっきから光成が何か言っているが、櫻子はちっとも理解できない。

「しょ、初心者コース？」

　とりあえず気になった単語を言ってみると、光成は真面目な顔で頷いた。きらりと、ノンフレームのメガネが底光りする。

「まずは基本的な緊縛から始め、低温ろうそくによる責め。そして最終的には鞭という順番ならば、ノーマルでも段階を追って受け入れられるのではないかと――」

「無理無理無理！　そんなの段階追っても受け入れられるわけがない！」

　本当に何を言っているのだ光成は。

　確かに、昔から光成は櫻子をからかうところがあった。幼いころは、ちょっと意地悪なところもあって、温和でにこやかな貴織と違い、光成には慣れるまでに時間が必要だった。

　まあ、踏み込んで仲良くなってみると、非常に親切な性格をしていて、櫻子の境遇を少しでも良くしようと親身になってに考えてくれた。言動も丁寧だし、堅物だが紳士的な男性だった。

（でも、本当は調教プレイが趣味とか、予想外にも程があるんだけど！）

　櫻子は唇を引きつらせてしまう。

　いや、似合わないかと言われたら、確かに似合うところはある。彼が鞭を握る姿など、非常にサマになっていっそ恰好よいのだろうと簡単に想像できた。

　しかしその鞭が振るわれる対象は自分である。

　そんなの、受け入れられるわけがない。

「なにも今日いきなり、最後のステップまでするわけじゃないぞ。調教というものは、じっくりと、それこそ何年もかけてやる究極の愛情表現と言ってもいい。だから、まずは緊縛から挑戦してみないか」

「待って。どうしてやる前提で話が進んでいるの？　ってちょっ、手をひっぱらないで！」

　櫻子が必死に訴えるが、光成はにっこりと笑顔を浮かべた。

「大丈夫だ。君が本気で嫌がるようなことはしない。ただ、日々のセックスにほんの少し、スパイスを加えるようなものだ」

「その、日々のセックスがすでに、非日常的なんですけど……!?」

　何せ、櫻子が毎日のように受け入れている愛は、常識では計れないようなレベルである。なにせ二人分の愛だ。二人と同時にセックスするというの心身共にへとへとになるし、毎回こんなに濃厚に絡まなくてもと思ってしまうくらいである。

「約束しよう。絶対、君は気持ちいいと思ってくれるはずだ。俺はね、櫻子。君をもっと幸せにしたい。しかしそれは時に、君自身が新たな扉を開かなければ、気づくことすらできない種類のものがあるんだ」

　いつになく必死で、真剣な様子で光成が訴える。

（そんなこと言われても……！）

　櫻子はチラとアタッシュケースの中を見た。ろうそく……鞭……明らかに熱そうだし、痛そうなアイテムである。こんなのが気持ちいいと思う日など一生来ないと思う。

「お願いだ、櫻子。君を縛るのが、俺の長年の夢だったんだ」

「何を言ってんの……？」

　思わず素で突っ込んでしまうが、それが光成の願いだと言われると、櫻子は困ってしまう。

　限界はあるけれど、できる限り光成と貴織を愛そうと決めたのは、櫻子だ。

「む、無理矢理、痛いこととか……しない？」

「しない。どんなプレイをするにしても、必ず君の許可を得る。それが正しい調教のあり方というものだ」

「いや、正しい調教とか言われても……はぁ」

　櫻子は重いため息をつく。まさか光成にこんな隠れた性癖があったとは、まったく驚きだ。

（まさか貴織くんも変な性癖があったりして……いやいや！　こんな特殊そうなの、ひとりで充分だよ、まったく！）

　仕方ない、と櫻子は肩を落とした。拒否してもいいが、ここまで光成が必死だと、今後何度も説得してきそうである。今は同じ屋敷で共に住んでいるわけだし、多少は、こちらも歩み寄り、理解を示す必要があるだろう。

「わかった……」

　それは心底諦めきった返答だったのだが、光成は今まで見たことがないほど無邪気な笑顔で「そうかっ！」と喜んだ。

　緊縛とは、縄やロープ、専用のベルトなどを使用して身体を縛り、身動きが取れない状態にすることを指す。

　櫻子も、言葉のニュアンスからなんとなくそうだろうと思っていたが、まさかここまでしっかり本格的に縛られるとは予想外だった。

「な、なんか、ぐるぐる巻きじゃない……!?　あとメチャクチャ恥ずかしいです！」

「櫻子が恥ずかしいのは、俺の目論見通りだから問題ない。それから、ぐるぐる巻きなのではない。鬱血を防ぐために、二重三重と縛って、麻縄の力を分散させなければならないんだ」

「なるほど……じゃない！　恥ずかしい！」

　早くも大後悔である。どんな愛でも受け入れたいという気持ちと、ほんのちょっとの好奇心で頷くのではなかった。緊縛プレイとは、想像以上に羞恥を煽るものだった。

　なにしろ、脚が大きく開かれている。いわゆるＭ字開脚というもので、太ももとふくらはぎがしっかり縄で縛られていた。

　スカートを履いているのだが、大きくはだけており、脚の間から白いショーツがしっかり見えている。そして手は後ろに組む形で、こちらも縄で縛られていた。

　腕も脚も、ピクリとも動かせない。まさに無防備の状態である。

「うぅっ」

　休日の昼下がり。新緑の爽やかな風が部屋を通る穏やかな時間――。それが緊縛ひとつで一気に台無しである。

「ああ、櫻子」

　げんなりした櫻子と打って変わって、恍惚のため息をつくのは光成だ。

「とても綺麗だ」

「どこが!?」

　間髪入れず突っ込みを入れた櫻子など意に介さず、光成は満足そうに頷いている。

「基本の後手縛りに、Ｍ字開脚というアレンジを加えた緊縛。緊張のあまり、基本形のオーソドックスな縛り方しかできなかったが、是非、次回は飾り縛りも視野にいれた胡座縛りにも挑戦させてほしい」

「私には、光成くんが何を言ってるのかサッパリ理解できないよ」

　とにかく身動きは取れないし、股は大きく開いているし、シャツはまくり上げられた状態で縛られたので、ブラが丸見えである。

　恥ずかしいなんてものではない。櫻子は早く縄を解いてくれないかと切実に願う。

　だが『その時』は、まだ先らしい。

　光成のかけているメガネがきらりと光る。その奥にある妖艶なまなざしに、櫻子はドキッとした。

「さあ、手足の自由が奪われた状態で、君はどれほど可愛い声を上げてくれるのかな。楽しみだ」

　ふっと形の良い瞳が細くなる。何を企んでいるのかわからないその表情に、櫻子は恐れを抱いた。しかし同時に、ドキドキと心臓が早鐘を打っている。

　緊張だろうか。いや、違う。

　この胸の高鳴りは――期待。彼は櫻子を気持ち良くさせたいと言った。嘘を決して口にしない光成は、どんな風に触れてくるのだろう。

（やだ……私、興奮してる……の？）

　こくりと生唾を呑み込んだ瞬間、じわりと下肢に湿り気を感じた。

　まだ何もされていないのに、期待だけで感じている。いつの間に、こんなにもいやらしい身体になってしまったのだろう。

　光成は櫻子の前で胡座を組むと、妖しげな笑みを浮かべながら、指を伸ばした。

　ブラを上から下にずらし、ツン、と乳首を突かれて、櫻子はびくっと身体を震わせる。

「本当に敏感だな」

　クスクスと笑って、人差し指で乳首を弄る。

　円を描くようにクルクル回したり、軽くひっかけたり。下からつついて、親指と人差し指できゅっと摘まむ。

「は、ぁ……っ」

　じわじわした快感が身体全体に広がっていく。

　真綿で首を絞めるようなゆるい愛撫に、櫻子の身体はどんどん熱を帯びていく。

「ふふ、もうこんなに硬くして。いかにも摘まんで、こねくり回してくれと言っているようだな」

　光成は意地悪にそう言って、両手でふたつの乳首を摘まむ。

　きゅっと甘く抓られて、櫻子は身じろぎをした。ギッと縄のしなる音がする。

　身体は、どうやっても自由になれなかった。

　何の抵抗もできない状態で、まるで嬲るように乳首を弄り続ける。

「はっ、は、はぁ」

　息がどんどん上がっていって、櫻子は恍惚のため息をついた。

「普段のセックスと、随分趣向が違うだろう。抵抗できない状態で、俺の好きに弄られる感覚はどうだ？」

　はあ、と熱い息を吐いて、光成は櫻子の胸に顔を寄せる。そして硬くした舌先で乳首をチロリと舐められ、櫻子はビクビクと身体を痙攣させた。

「んんっ、ふ、あ――！」

　ちゅく、ちゅ。淫らな水音を立てて、光成は乳首にキスをする。そして柔らかく咥えると、軽く吸った。

「んんぁああっ！」

　驚くほど甘くて、耐えがたいほどの快感。

　櫻子は思わず顔を上げて喘ぎ、身体は大きく戦慄いた。

　ギリギリっと縄の音がして、身体中が締め上げられる。

　身動きが取れない状態で愛撫されると、こんなにも敏感に快感を覚えてしまうなんて、そんなの知らなかった。

　光成が、新しい挑戦と口にしていたのを思い出す。それは――こういう事を指しているのかもしれない。

『普通』が物足りないわけではないが、挑戦しなければ知ることのなかった世界は確実に存在するということ。彼はそれを、櫻子に教えたかったのだ。

「――は、やぁ、うっ。きもち……いい……よ」

　嘘はつけない。

　櫻子は素直に自分の気持ちを口にする。

　光成は満足そうに頷くと、櫻子の頬をそっと撫でた。

「素直でいい子だ。それなら、もっと気持ち良くならないとな」

　そう言って、光成の指はゆっくりと下に下がっていく。

（あ……）

　櫻子は顔に熱が上がっていくのを感じた。光成は人差し指で、そっと櫻子の秘所にショーツ越しに触れる。

「ほう、少し濡れているな」

「…………っ」

　恥ずかしい。櫻子が目を瞑ると、光成の指はいたずらに動き出した。

　割れ目のあるスジを上から下になぞったり、柔らかな恥丘をふにふにと押し込んだり。

「う、ン……っ」

　櫻子は身じろぎした。もちろん身体が自由にはならないのだが、秘所に奇妙な疼きを感じたのだ。

　あまりに愛撫が柔く、優しいからだろうか。

　なんだかとても切なくなる。下腹がきゅんとして、櫻子の下肢は戦慄いた。

「どうした。震えているぞ？」

　ふわふわと、ショーツの上から秘所をなぞりつつ、光成がくすりと笑う。

「う……ぁ……」

　なんだろう。身体がおかしい。

　やけに暑さを感じるし、秘所の切なさは増す一方だ。

　まるで、痒いところに手が届かないような、もどかしさを感じてしまう。

（もしかして私……『物足りない』と思っているの？）

　そう考えた途端、カッと顔が熱くなる。

　自分はなんて淫らなことを考えてしまったのだ。ショーツ越しの愛撫だからといって、もっと欲しいと望むなんて、淫乱もいいところである。

　きゅっと唇を引き締めて我慢するも、その唇は痙攣するように震えていた。

　光成は、さらに櫻子を煽るように、ショーツの布を軽く摘まむ。

「櫻子。俺は君をいたぶるつもりはない」

　それは甘い――まるで貴織のように、甘い声色だった。

　思わず目を開けると、目の前にはいつになく優しい表情をする、光成がいる。

「欲しいものがあるのなら、口にすればいい。君が望むものは、俺が全て叶えてあげよう」

　それはいつになく魅力的な誘いだった。

　一言、それを望めば、彼は願いを聞いてくれるという。

　じわじわと疼く身体。秘所は切なくなる一方、ショーツに隠された蜜口は、今か今かと待ちわびて、とろとろと蜜をこぼしている。

「わたし……は」

　かすれた声で呟き、櫻子は顔を赤らめる。

　なんて恥ずかしい。こんなことを口にしたくないという羞恥と、口にしたらもっと気持ち良くしてもらえるという期待が、頭の中で忙しくかけめぐる。

「その……、直接……っ」

　やっぱり恥ずかしい。羞恥が勝って、櫻子は顔を背ける。だが、それは許されなかった。光成は櫻子の顎を摘まむと、無理矢理自分と目を合わせるように正面を向かせる。

「直接？」

　静かな問いかけ。目をそらすこともできない櫻子は、唇を戦慄かせる。

「いじって……欲しい、の」

　ああ、はしたない。こんな姿、誰にも見せられたものではない。

　羞恥が極まった櫻子の目に涙が浮かび、光成はそれをうっとりと眺めたあと、舌先で目元を拭い、涙を吸い取った。

「櫻子は本当にいい子だな」

　くすりと笑って、光成のメガネがきらりと光る。そして、彼は櫻子のショーツを横にずらし、露わになった秘所にゆっくりと触れた。

「は……ぁ……っ」

　繊細で、力強い光成の指。感じたいと思っていた場所に触れられて、櫻子はうっとりと快感に身を任せた。

「弄ってほしいのは、ここか？」

　秘裂を割り、蜜ですっかり濡れそぼった襞を撫でる。

「はっ、ア……っ！　そ、う……っ」

「指だけでいいのか？　他に欲しいものはないのか？」

　意地悪に問われて、櫻子は再びカッと顔を熱くする。

（そ、そんなことまで、言わなきゃいけないの？）

　やっぱり今日の光成は意地悪だ。イジメではないのだが、ひどく興が乗っている感じがする。

「う……。指、だけじゃなくて」

　それだけじゃ、足りない。もっと、してほしいことがある。

　でもそんなこと、口にしていいのだろうか。

　いやらしい女だと、見下されないだろうか。

　嫌われたくない――その思いが、櫻子の口にブレーキをかける。

　だが、光成の指がツッと秘芯に触れて、思わず「あぁっ」と高い嬌声を上げてしまった。

「櫻子――俺はただ、君に望まれたいんだよ」

「み、光成、くん……」

　真剣な顔で言う光成を、櫻子はぼんやりと見上げる。

「恥ずかしいことも、いやらしいことも、全部……望んで欲しい。君に触れていいのは俺と貴織だけだ。だからこそ、欲を隠さないでほしい」

　いっそ強欲なくらいがいい。光成と貴織を独り占めするくらいに、自分達を望んで欲しいと光成は言っていた。

　強い執着と、櫻子の愛情に満たされたいという望み。

（光成くんと貴織くんが私に『愛している』と言ってくれるように、ふたりも、私から『愛してる』って言われたいし、もっと望んでもらいたい……そういうことなんだね）

　やっと光成達の強い気持ちが理解できた気がする。

　だから櫻子は恥ずかしさを押し込めて、正直な気持ちを口にした。

「気持ち良く……して、欲しいの。舌で……。あなたの……もので。いっぱい、弄って欲しいの」

　口にするとやはり羞恥は隠せない。

　だが、光成がとても幸せそうな顔をしたので、櫻子はドキッと胸を高鳴らせた。

「嬉しいよ。それなら望み通り、たくさん弄ってあげよう」

　固定された脚を両手で掴み、大きく股を開かされる。ギリリとしなる麻縄。ギュッと縛られた感覚は甘い痛みを孕んでいて、櫻子は熱く息を吐く。

　舌で秘裂を割るように舐められると、ぞわりと身体が粟立った。

「はぁ、あああっ！」

　この家に来てから、性交は幾度となくも行われている。そのたび、秘所は丁寧に愛撫され、舐められているので、その感覚に慣れてもおかしくない。

　だが、櫻子の身体は一向に慣れてくれなかった。何度舐められ、すすられ、舌でいじくられても、その度に敏感な身体は淫らに反応する。

「あっ、ぁ、あぁン」

　手足が固定されていると、いつも以上に官能を強く感じた。

　身体がどうしようもなく疼いて、櫻子は無意識に腰をくねらせる。

「ふふ、自分からおねだりもできるようになったのか。可愛いやつだな」

「あっ、そんなつもりじゃ……ひゃんっ」

　ちゅっと秘芯にキスをされ、櫻子はビクッと身体を震わせた。

　舌でねっとりと嬲られ、じゅるじゅると淫らな音を立てて襞をしゃぶり、秘めた蜜口に舌先を挿し込む。

　蜜口の周りを執拗に舐められて、櫻子はますます腰を揺らしてしまった。

（身体を動かせないって……こんなにも、気持ちいい……っ）

　どうしてだろう？　わからない。

　ただ、このまま愛撫を続けられると、頭がおかしくなりそうだ。　

「すっかりここも硬くなったな」

　蜜口を舐めながら、つんと秘芯を突く。そのまま人差し指で捏ねられて、櫻子は強すぎる快感にはくはくと口を開け閉めした。

「やっ、一緒……に、弄る……のはっ！」

「いっぱい、弄って欲しいんだろう？」

　恥も外聞もなく、光成は大きく舌を出して秘所を舐める。そして秘芯に吸い付き、舌先でチロチロと転がした。更に、光成の唾液と櫻子の蜜でとろとろになった蜜口に、人差し指と中指をにゅくりと挿し込む。

「やっ、あぁあっ」

　びくんと身体が震えた。光成は何かを急かすように、指を抽挿させる。

　にゅぷっ、にゅく、と、粘ついた水音が和室に響いた。

「ヤッ、ん、だめ……」

　櫻子はふるふると首を横に振る。

「君の『だめ』は、気持ちいいからもっとしてほしい、という意味だろう？」

　意地悪な光成の言葉に、櫻子の眉が切なく下がる。

　光成はニヤリと笑うと、指を抜いて秘裂を開いて大きく舐めた。

「はっ……あっ」

　ぎしり、と縄がしなる。その音が鳴るたび、自分の身が固く拘束されているのだと自覚して、恥ずかしくなる。

　大きく股を広げたあられもない姿。手で隠すこともできなくて、彼にされるがまま、露わになった秘所は蜜と唾液でぬらぬらと濡れている。

　はあ、と光成の熱い息が秘所にかかった。

　じゅくりと舌先で蜜口の周りを舐めて、そのナカに舌先をねじ込ませる。

「んっ、んーっ！」

　ぎしぎし。快感に震える身体に連動して、縄がきしむ。

　光成は唾液まみれになった秘芯に親指で触れ、くるくると円を描くように撫でる。彼が親指を動かす度に秘芯はくにくにと揺れ、まるで突き刺すような快感に櫻子の身体はビクビクと大きく震えた。

　じゅるる、とはしたない音を立てて、光成が蜜を吸い上げる。

「だめえ！　もう、イッちゃ……っ」

　秘所への激しい愛撫。そして身動きが取れないからこその快感。

　すべてに耐えられなくて、櫻子の快感はどんどん研ぎ澄まされていく。

　だらしなく舌を出しながら、高みに達しようとする――その瞬間。

　……カラリと、障子が開いた。

「あれ？」

　仰向け状態の櫻子は大きく目を見開く。そこに立っていたのは、光成と同じく、ビジネススーツ姿の貴織だった。

「た、貴織く……っ!?」

　驚愕に声を上げる櫻子に、貴織がへらっと柔和に笑う。

「なんか櫻子の甘い声がするなって思ったら。ずいぶん可愛い恰好になってるねえ」

「や、あの、ちがうの、これは、あぁあっ！」

　弁解しようとしたところで、ずんと秘所に衝撃が走る。

　櫻子が驚いている間に、体勢を変えた光成が、己の楔を膣内に埋め込んだのだ。

「んんっ、ア、……いきなり……なんてっ」

　櫻子は泣きそうな声で喘ぐ。

　光成はそんな櫻子に覆い被さり、ニヤリと笑った。

「困った顔をしているわりには、上手に咥えているな。よほど、俺のものが欲しかったらしい」

　どくどくと脈打つ楔は灼熱のような熱を孕んでいて、圧倒的な質量に、櫻子の膣内はいっぱいになっている。

　そのままグリグリと最奥を擦られ、貴織に見られているというのに下腹はきゅんと切なく疼き、彼のものを欲しがるようにぎゅっと膣内を締めてしまった。

「へえ、櫻子もすっかり欲しがり屋さんになったんだね」

　貴織がくすくす笑って、櫻子の傍まで近づく。そして、固定されたままの上半身を起こして、自分の膝にもたれさせた。

「じゃあ僕は、こうやって……櫻子が気持ち良さそうに喘いでるところ、見ててあげるね」

「そ、そんな……あぁンっ！」

　ズッと光成の楔が穿たれ、櫻子の顎がくっと上がる。

　気持ち良さに喘ぐ櫻子の顔を舐めるように見ながら、貴織はその唇に触れた。そのまま人差し指を口の中に入れ、ぐちゅぐちゅと櫻子の舌を掻き回す。

「縛られて感じるの、好きなんだねえ。僕の指も、舐めて。ちゅっちゅって吸ってみて」

　貴織に言われて、櫻子はフルフルと首を横に振った。

（ち、違うっ！　縛られるの……困る、なのに、んんっ！）

　光成の抽挿は容赦なく繰り返され、貴織の指は櫻子の舌を弄り続け、喋ることもできなくなってしまう。

　ただ、喘ぎ、甘い嬌声を上げ、光成のものを望むように腰を振ってしまう。

　だめだ、はしたない。そんな恥じる気持ちもあるのに、身体はまったく言うことを聞いてくれない。

「ふふ、貴織に見られているせいか、締まりがよくなった。見られながらイクのも好きなようだな」

　光成がニヤリと笑みを浮かべて言い、櫻子は目に涙を浮かべる。

　唾液でヌルヌルになった指を抜いた貴織は、すっかり硬く勃ち上がった乳首を摘まみ、にゅくにゅくと擦った。

「あぁあっ」

　光成の、遠慮が一切ない激しい性交。その中で、貴織は蕩かせるように乳首を優しく愛撫する。

「やっ、い、今、胸、弄る……のはっ」

「そのわりにはここ、すごく嬉しそうに勃起してるね？」

　ツンツンと乳首を突かれて、櫻子は涙目になる。

　中指と親指で摘ままれ、擦られて。きゅっとひっぱられて。

　もう、どこを感じたらいいかわからない。すべてが気持ち良くて、どうしたらいいのか、櫻子は泣きそうな顔をして首を横に振る。

　あまりに甘美な快感と、無防備な身体を容赦なく穿つ肉々しい楔。

「もう……っ、ふたり、とも……、いじわる……っ、だよ！」

　ゆさゆさと身体を揺さぶられ、光成のカリの先端がぐりぐりと隘路をえぐる。その感覚に翻弄されながら、櫻子は渾身の非難を口にした。

　すると光成と貴織は互いに目を合わせたあと、クスッと笑う。

「ごめんごめん。だって櫻子、すごく可愛いんだもん」

「君の可愛さを堪能したいあまり、つい、調子に乗ってしまう。悪いな、こんな双子で」

　そう言って、光成は櫻子の腰を力強く掴んだ。そして大きく身体をグラインドさせ、膣内で蠢く楔を勢いよく抜きはなった。

「詫びとして、ちゃんとイかせてやる」

　光成はもう一度、蜜口からカリの先端を挿し込み、亀頭が入ったところでちゅくっと抜いた。先端のみを挿入しては抜くのを繰り返され、櫻子は焦れて己の腰を揺らしてしまう。

「んんっ……！」

　光成はニヤリと笑った。そして、いっそ乱暴に、子宮口めがけて楔を穿つ。

「あぁああっ！」

　びくんと大きく身体がしなる。目の前がチカチカして、まともな思考など、すでに波のような官能で覆い尽くされている。

　パン、ぱん。ぐちゅ、ぐちゅ。

　光成は前のめりになって畳に両手をつくと、腰の動きをいっそう激しくした。

　肌と肌がぶつかる打音と、蜜の跳ねる水音。

　容赦なくずるずると隘路を擦る、光成の硬くて力強い肉の楔。

「はっ、は、ぁあっ、はっ」

　櫻子は胸を上下に揺らしながら、強すぎる快感に喘ぐ。

「はっ、は、は……っ、あっ」

　いつも冷静沈着な光成が、やけに余裕のない顔をして、眉間に皺を寄せていた。

　己の意志ではもう止められないと言うかのように、必死な様子で腰を前後させる。

　肌と肌のぶつかる音は激しさを増す一方、快感にむせび啼く櫻子の手を、貴織が優しく握る。そして、櫻子の唇にキスをした。

「んっ、は、あぁっ」

　じゅくじゅくと貴織の舌とまぐわいながら、下肢では激しさを増す性の交わり。

（キスをしながら、セックスするの……すごく、気持ちいい……っ）

　こんな感覚は知らなかった。縛られて、とてもとてもいやらしいことをされているのに、どうしてか、快感は留まるところを知らなくて。

（でも、それは……私がふたりを心から望んでいるからなのかもしれない）

　広い広い屋敷の世界。そこに存在が許されているのは、愛し合う三人の男女だけ。

　仄暗い欲望と、抗えない愛情。そして絡み合う三人の姿。はたから見ればなんとも背徳的で、官能的だろう。しかし、その爛れた関係を追及する者はいない。

　ここは、光成と貴織、そして櫻子だけの世界だから。

　何度も繰り返される抽挿。揺さぶられる身体。

　貴織が上下に揺れる乳首を摘まんでひっぱり、クリクリと擦る。

　やがて光成の動きは乱暴で、力加減のできないものに変わって――。

　櫻子は貴織のキスを受けながら、高みに達した。

「んんっ、ンーッ！」

　びくびくっと身体が痙攣し、頭の中でスパークが爆ぜる。

「はっ、あ……っ、櫻子……っ！」

　同時に達した光成は、貴織とふたりで愛した子宮にめがけて欲の飛沫を迸らせる。

　びゅるびゅると流して、その吐精感にうっとりと恍惚した表情を浮かべ――。

「ふふ、今日はなんて幸せな休日だろうな」

　そんなことを口にして、貴織と交代するように櫻子の唇に口づけを落とした。







第三章　貴織の、全てを覆い尽くす愛








　母が入院して、二ヶ月が経った。今はリハビリをメインにしている病棟に移っていて、前よりもずっと自由に行動できるらしい。

　ジー……。

　会社での仕事を終えて、帰り道。ふと、クビキリギスの鳴き声を聞く。

　こんな都会でも虫の音が聞こえるなんて、風流なものだと櫻子は思う。近くに公園があるのかもしれない。

　セミと同じくらい、夏を感じさせてくれる虫の音だ。カレンダーはもう七月に入っていて、夜であってもジトリとした蒸し暑さを感じた。

　仕事帰りは、いつも母の様子を見に行くのが日課だ。会社にも母の入院の件は話しているので、なんとか面会時間に間に合うように帰社できている。

　母とは、院内カフェで待ち合わせをしていた。

　一時期はあんなにも身体を壊して手術までしたのに、今はベットから離れて、カフェで寛ぐこともできる。

　――本当に運が良かった。いや、母が頑張ってくれたおかげだろう。

　櫻子は感謝の気持ちを胸に抱いて、病院に入る。そして併設されている院内カフェに入ると、先に入って椅子に座っていた母が「櫻子」と手を振った。

「お仕事お疲れ様。毎日来てくれてありがとうね」

「こんなの当たり前だよ。お母さん、リハビリの調子はどう？」

　カウンターで紅茶を受け取ってから、母の向かい側に座る。

「順調順調。今はリハビリの時間が楽しみで仕方ないの。やっぱり身体を動かすって気持ちいいわね。それに、ゆっくりだけど食事もできるようになったの。嬉しいわ」

「そっか、よかった」

　母は元気いっぱいだ。ずっと持病を患っていたのだが、手術を経て、完治に至った。腕の良い医者を紹介してくれた光成と貴織には、一生かけても恩は返しきれないだろうなと思う。

「それにしても、櫻子がまさか、みっちゃんと婚約しちゃうなんてね。お母さん、お話を聞いた時はびっくりしたわ」

「あ、あはは……そうなんだよ。お母さんの手術が成功した時にね、プロポーズ……みたいなことされちゃって」

　櫻子は軽く苦笑いをして頭を掻く。

　母はいつになく嬉しそうな顔で、しみじみと目を瞑った。

「私、ずっとね、私がいるせいで、櫻子は幸せになれないのかなって心配していたの。櫻子はいつも、私を一番に優先して考えてくれていたでしょう？　それはお母さんとして嬉しかったけど、同時に、身体の弱い自分が許せなかった……」

「お母さん」

　持病があることを、誰よりも歯がゆく思っていたのは母本人に他ならない。彼女はいつも「櫻子は自分のことを優先して」と言っていた。それでも、どうしても心配してしまって、櫻子はいつまでも母の傍から離れることができなかった。

（私、過保護だったのかもしれない。お母さんを大事にしすぎるあまり、お母さんに切ない思いをさせていたんだ）

　ぎゅ、と櫻子は唇を引き締め、拳を握る。

　しかし母はパンと軽く手を叩いて、嬉しそうに話す。

「だからね。みっちゃんが櫻子の旦那さんになってくれて、本当に嬉しかった。みっちゃんは紳士で親切だし、ずっと仲の良かった幼馴染だもの。たかちゃんも力になってくれるだろうし、お母さん……安心したわ」

「そっ、そっか。あはは、だってほら、泣く子も黙る瀬山財閥の御曹司だもんね。未だにどうして私を選んだのか謎なんだけど、婚約の話を引き受けた以上、ちゃんと光成くんを支えて行こうと思っているよ」

　櫻子は引きつった笑顔を見せた。

　母は手放しで光成と貴織を信じている。今も「神様ありがとう」と両手を組んで呟いている有様だ。

　実際は、神様も泣いてしまいそうなほど爛れた関係を持っているのだが、そんなことは口が裂けても言えない。

（まさか、ふたりの妻になったなんて、未だに現状が信じられないよ、私も）

　広くて綺麗なお屋敷に、毎日おいしい貴織の手作りごはん。光成はしょっちゅう櫻子の洋服を買ってくるし、ナチュラルに目が飛び出そうなアクセサリーを贈ってきたりもする。

　世間一般で言えば、櫻子は『勝ち組』なのだろう。玉の輿に乗る、というものだ。

（でも、毎夜毎夜、ふたり同時に愛されるって、本当、体力持たないよ……）

　多分、ひとりを相手にしても大変なんだろう。だが、櫻子はふたりを相手にしている。

　愛撫されるのもふたりぶん。性交もふたりぶん。しかも一回で済むことはほとんどない。

　櫻子は毎晩へとへとになって、気絶するように寝てしまう。

　そして朝はいつも自分の部屋でしっかりパジャマを着て、やわらかい布団に包まれているのだ。間違いなく、光成と貴織が気絶した櫻子を介抱しているのだろう。

（はあ……情けないし、恥ずかしい）

「お母さん。突然だけど、体力のつくごはんとか、トレーニング法とか、知らないかな」

「そうねえ、色々あるけど基本はレバーやほうれん草じゃない？　体力をつける運動なら、有酸素運動かしら。ジョギングとか」

　櫻子は、レバーを食べてジョギングしようと心に決めた。




　母と別れて、櫻子は病院をあとにする。

　くー、とお腹が鳴った。腕時計を確認すると、ちょうど八時になったころ。櫻子はスマートフォンを取り出して、光成と貴織とのグループチャットに文字を打つ。

『今から帰るね』

　手短に書くと、十秒も経たないうちに返事がくる。

『病院かな？』

　貴織だ。仕事もしているだろうに、彼の返信は本当に驚くほど早い。いや、それくらいレスポンスが早くないと、財閥会長の秘書など務まらないのかもしれないが。

『そうだよ』

『じゃあ迎えに行くよ。僕も今から帰るところだから』

『電車で一駅だし、別にいいよ』

『そう言わないで。病院前で待っててね！』

　最後に、猫が手を振っているスタンプが押される。櫻子は、思わずくすりと笑ってしまった。

（こういうところ、癒やし系だよねえ）

　貴織のチャットは愛嬌があって可愛い。絵文字や、スタンプをたくさん押してくれる。逆に光成はビジネス文書かと思うくらい堅苦しくて、それが何だか実に光成らしくて笑ってしまう。双子といえど、こんなにも性格が違うのだ。

（まあ、心配性なところはそっくりだけどね）

　病院の玄関近くで、櫻子は貴織の迎えを待つ。

　その時、ジャリッと硬い靴音がした。

「櫻子」

　ふいに名を呼ばれる。もう貴織が来たのだろうか？　櫻子が振り向くと――。

　そこには、見覚えのある男性が立っていた。

「え？」

　驚きのあまり、呆けた顔をしてしまう。

　それは、二度と会うことはないだろうと思っていた人だった。記憶もおぼろげで、最近は顔すら思い出せなかった。しかし、こうやって会ってみるとスルリと思い出すのだなと、櫻子は自分自身の記憶力に感心してしまう。

　彼は、昔に比べてずいぶん老けているけれど、櫻子の父親だった。

「…………」

　ここは『お父さん』と呼ぶべきなのだろうか。

　しかし、母と彼は離婚している。何よりも、自分が浮気をして邪魔になった母と櫻子を追い出したのは、彼自身だ。

　しかし悲しいかな、父の名は思い出せない。かろうじて、昔の苗字――『秦はた野の』を思い出す。

「もしかして、秦野さんですか？」

　口に出してから、実父に対してずいぶんと他人行儀だと感じた。

　思えば、あれから十八年も経っているのだ。血は繋がっていても、もはや秦野は『他人』なのだろう。

「職場で聞いた。ここに、知美が入院しているとな」

「え……まさか、お見舞いに来たんですか？」

　驚愕したまま尋ねると、秦野は「まさか、そんなわけないだろう」と一蹴する。

「ここに通っていれば、いずれお前に会えると思ったんだ。――櫻子」

「私……？」

　秦野は母でなく、櫻子に用事があったらしい。それにしても『通っていた』とはどういうことだ。まさか毎日、この病院に顔を出していたのだろうか。

「お前、瀬山財閥の跡取りと婚約したというのは本当か」

　櫻子の顔が強張る。婚約は決めたけれど、まさかもう、彼の耳にまで届いているとは。

（元々、時間の問題ではあった。瀬山財閥は国内有数の歴史ある財閥だもの。会社を経営している彼が気づかないはずがない）

　それでも、まさか直接会いにくるとは思っていなかった。

　櫻子は嫌な予感を覚えながらも、ゆっくり頷く。

「そう、ですけど」

　すると、秦野は小馬鹿にしたように「ハッ」と鼻で嗤う。

「前から、やけに瀬山財閥の御曹司の周りをちょろちょろして、尻尾を振っているのはわかっていたが、まさかここまでやるとはな。結局お前も知美も、金が目当ての男漁りが得意らしい」

　あまりの暴言に、櫻子は言葉を失う。秦野はまだ言い足りないのか、ズイと前に詰め寄った。

「あの冷徹な男を、どうやって落としたんだ。その、やけに育ったいやらしい身体を使って既成事実でも作ったのか。この淫乱め。恥を知れ」

　手がわなわなと震える。この震えは恐怖からくるものではない。怒りだ。

　どうしてそこまで言われなければならないのだ。人を淫乱だのいやらしい身体だの、人にかけていい言葉ではない。

（冷徹な男って、光成くんのこと？　彼は堅物だし、貴織くんに比べたら表情も少ないけど、優しくて心の温かい人なのに。……許せない）

　自分のことはいい。だが、大好きな光成のことを『冷徹』などと言うのは、認められない。

「あの人と私の関係について、あなたにとやかく言われる筋合いはありません。光成くんのこと、何も知らないくせに……。二度と私の前に現れないでください」

　彼が櫻子と母を捨てた時、櫻子はまだ七歳だった。

　突然家から追い出されて、『消えろ』と冷たく言われて――。最初は自分の身に何が起きているのかまったく理解できなかった。

　母と手を繋いで、ふらふらと近くの駅に辿り着いて。

　冷たいベンチに座って、母が櫻子に、自分達の状況を説明してくれた。

　父が浮気相手と再婚するために、母と櫻子を捨てたこと。無一文で、着の身着のまま、櫻子と母は路頭を彷徨うことになったこと。

　じわじわと絶望感が押し寄せてきたことを覚えている。

　これからどうなるのか、想像もできなくて、怖かった。

　どうして父がそんなことをするのか、幼い櫻子には、何ひとつ理解できなかった。

　ただ、ただ、怖がっていただけ。でも、今は違う。

　櫻子はかつての父を、キッと睨んだ。

（私はもう、あなたの言動に怯えるだけの子供じゃない）

　櫻子なりに母を支えた。瀬山双子の助けもあって、新たな人生を送ることができた。

　今の櫻子は、自分の力でお金を稼ぐこともできる、自立した大人だ。

「私に何の用事か知りませんが、帰ってください。母には絶対に会わないで」

「言われずとも、用件を終わらせたらこんなところに用はない」

　櫻子の迫力に少し戸惑いを見せた秦野は、思い返したように睨み返してくる。

「言いたいことはひとつだけだ。瀬山光成との婚約を、いますぐ解消しろ」

　威圧的に言い放つ。だが、そんな要求、呑む義理などひとつもない。

「解消なんてできるわけがないでしょう。私も彼も、望んでいることなんですよ」

　社会的な立場、倫理的なところから見たら、櫻子と光成と貴織の関係は褒められたものではない。むしろ社会から背を向けた、背徳的な関係と言えるだろう。

（でも、私達は――今、幸せなんだ）

　それだけは断言できる。彼らは櫻子を望み、櫻子もふたりを望んだ。

　これは、そういうシンプルな話。

　誰もあの領域を侵さなければ、誰も不幸にならない。ベストとは言えないが、限りなくベターな幸福を選んだと言える。

　すると、秦野はおもむろに、ジャケットの内側に手を入れた。そして取り出したのは――白い帯に巻かれた、紙幣の束だった。

「そんなに金が欲しいのならくれてやる。これでも拾ってとっとと消えろ！」

　秦野が、櫻子の胸元に向かって紙幣の束を投げつけた。バシッと打音がして、帯から紙幣がこぼれ落ち、地面にばらまかれた。

　櫻子は動けない。これほどの罵倒と屈辱は生まれて初めてだった。

「お前ら母子は、地面に這いつくばって金を拾うくらいがお似合いなんだよ」

　そう言い捨てて、父だった男は去って行く。

　やがてその場はシンと静まり、櫻子はゆっくりと地面を見下ろした。

　無残に散らばる紙幣。秦野が踏んでいったところは、土で汚れている。

「と、とにかく、お金は拾わなきゃ……」

　もちろん受け取る気はない。だが、ここは病院の前だ。面会時間も過ぎた時間だから人通りもないけれど、こんな状態を放置したら、病院側も戸惑うだろう。

　櫻子はしゃがんで、土のついた紙幣を拾おうとした。

「――そんな汚いものに、触れる必要はないよ」

　無機質で、感情のない冷たい声。

　ハッとした櫻子が顔を上げると、そこに貴織が立っていた。

「た、貴織くん……」

　父親との会話を聞かれたのだろうか。優しくて温和な雰囲気を持つ貴織が、今はやけにがらんどうだった。微笑みこそ浮かべているが、その顔は病院の照明に反射して影になっている。

「ここは僕が片付けておくから、悪いけれど、先に帰っていてもらえるかな」

「で、でも……」

　戸惑う櫻子の手を、貴織が柔らかく握る。

「大丈夫だよ。全部、僕達が綺麗にする。――怖かったね。タクシーを呼ぶから、それに乗って家に帰るといい」

　そう言うなり、貴織はスマートフォンを操作してタクシーを手配した。

「貴織くん……」

　このまま彼の言うことに従い、家に帰っていいのだろうか。櫻子の不安を察知したのか、貴織は櫻子を抱き寄せ、その額に口づける。

「大丈夫。何も問題はないよ。僕もここを片付けたらすぐに帰るからね」

「う、うん」

　戸惑いはある。だが、ここで彼を押しのけて紙幣を拾えば、彼が悲しむ気がした。

　やがて、五分も経たないうちにタクシーがやってくる。

　櫻子は貴織に促されるまま後部座席に乗り込み、新しい住み処である屋敷へと帰った。




　誰もいない屋敷はガランとして、どこかもの寂しい。

　寛ぐ気にもなれない櫻子は、縁側に座って夜空を眺めていた。

　ジー……と、クビキリギスの鳴き声。

　緑豊かな日本庭園だから、虫の一匹や二匹、いるのは当然だろう。

　カコンとししおどしの音がして、さらさらと、堀の水が流れていく。

（……私、自立したと思っていた。もう誰の力も借りないで、お母さんを助けて生きていけるって自信を持っていた）

　手に職はある。福祉住環境コーディネーターの資格を得たら、さらなるキャリアアップが狙えるだろう。

　そこまでの贅沢はできなくても、自分は生きる力があると思っていた。

　でも、秦野に言われた言葉を思い出す。ほとんどが罵詈雑言で、いわれのない誹りを受けたけれど――。

　金が目当てかと言われた時、櫻子はすぐに否定できなかった。

　もちろん否定したい気持ちはある。だが……。

（私もお母さんも、昔からずっと、光成くんと貴織くんに助けられてきた。瀬山家のコネクションや財力で助けられたのは事実だもの）

　考えても仕方の無いことだけど。

　光成と貴織が財閥の御曹司ではなく、ただの一般人だったなら。櫻子と母の現状は、もっと酷いものになっていたはず。発作で倒れても、きっと……助からなかっただろう。

「櫻子」

　優しい貴織の声がして、櫻子は静かに顔を上げる。

　そこには、盆を持った貴織が穏やかな笑みをたたえて立っていた。

「夕ごはん、まだだったでしょ？　簡単なものだけど、出汁茶漬けを作ったんだ」

　縁側に座って、貴織が盆を渡す。

　そこには急須と大ぶりのお椀が載っていて、お椀の中にはこんもりとしたごはん。そして焼いた鮭の切り身が乗っていた。

　貴織は急須でさらさらと出汁をかけていく。

「……ありがとう。いただきます」

　焼き鮭の美味しそうな匂いに食欲が湧いてしまう。櫻子は素直にレンゲを持って、お茶漬けを口に運んだ。

「おいしい」

　いつだって、貴織のごはんはおいしい。彼の料理を初めて口にしたのは、小学三年くらいのころだっただろうか。

（そうだ。お父さんに捨てられて、とにかく雨露をしのぐために安普請のアパートを借りて……そして光成くんと貴織くんに見つかって……）

　そういえば、その時貴織に振る舞ってもらった料理も、出汁茶漬けだった気がする。

　櫻子は黙って食事を進めて、やがてカラになったお椀にレンゲを入れた。

「貴織くんには、ずっとお世話になりっぱなしだよね。……ごめんね」

「いきなり謝るなんてどうしたの」

　櫻子から盆を受け取った貴織は、それを縁側の隅に置きながら、笑って尋ねる。

「私ね、自分はちゃんとできてるって思ってた。でも、実際は違うの。私はずっと、貴織くんと光成くん……瀬山財閥っていう後ろ盾があったからこそ、安穏と生きてこられたのよ」

　好きに勉強ができたのも、毎日学校に通えたのも。

　衣食住が整っているのも、無事に就職できたことさえ。

　全ての前提に、瀬山財閥があった。かの存在がなければ、彼らに助けてもらわなければ、櫻子は大学まで進学することはできなかっただろうし、みじめなほどに慎ましい生活をしていたはず。

「私は、光成くんと貴織くんが優しいのをいいことに、ずっと甘えていたのよ。ふたりの厚意なのだからと言い訳して、ふたりの親切に胡座をかいていた」

　それが、父の言葉を全て拒否できなかった理由だ。

　はたから見れば、櫻子と母は富のある瀬山財閥にすり寄っていたように見えただろう。実際に、櫻子と光成と貴織は仲がよくていつも一緒にいたのだから。

「この二ヶ月間、とっても楽しかった。……恥ずかしいこともたくさんあったけど、全部ひっくるめて……私は、幸せだった」

　どこか非現実的で、夢うつつのような二ヶ月だった。

　しかし、何事にも終わりはくる。そして、終わらせるべきは櫻子のほうだ。ふたりには、ずっと何かをもらっていたのだから、けじめくらいはしっかりと決めたい。

「あの人に言われて気づいたの。私は小さいころからなにも成長していない。ふたりの優しさに甘えて、いつの間にか、ふたりの親切が『日常』になっていった」

　よく考えたら、瀬山財閥に助けてもらうなんて、そうあることではない。

　でも、なんとなく受け入れていた。本来考えなければいけない問題から目をそらして、なあなあで済まそうとしていた。光成との婚約も、貴織と三人で愛し合うのも、その延長に過ぎない。

「ねえ、貴織くん。やっぱりこんなのは、間違っているんだよ」

　櫻子は、お金持ちでもなんでもない。ひどい父に捨てられた子供であるだけだ。本来、瀬山財閥と関わりなく生きて行くはずの人間。

　父が何故あの場に現れ、光成との婚約を解消するようにと言い捨てたのか。その理由はわからないけれど、彼の暴言で、櫻子は冷静に現実を見つめることができた。

「光成くんも、貴織くんも、私は大好き。でも、私は大人として、ふたりの厚意にいつまでも甘えるわけにはいかない。なあなあで流されるわけにはいかないの」

　考えなくてはいけなかったことは、光成と貴織に頼りきりだった自分自身。

　本当の意味で『自立』するには、ふたりの助力の及ばないところで、ひとりで頑張らなくてはいけなかったのだ。誰の手も借りず、自分だけの力で、様々な問題を解決するべきだった。光成のマンションで、貴織がオーナーの部屋で、安穏と暮らしておきながら自分はひとりで生きているなどと勘違いしていたのだ。

　恥ずかしくて情けなくなる。二十五歳にもなって、櫻子は未だに、ふたりから自立できていなかった。

「だからね、婚約の話は……んっ」

　ふいうちのように唇にキスをされ、櫻子は目を見開いた。

「……僕達がそれを『良い』としているんだから、間違ってなんかいないんだよ」

　両手を握って、穏やかな口調で諭すように言う。

　しかし櫻子は首を横に振った。

「だ、だめだよ。私はもっとしっかりしなくちゃいけないの。お母さんが退院したら、やっぱり一緒に暮らして様子を見ていたいし、いずれはちゃんとした形で、光成くんと貴織くん、そしてお世話になった瀬山会長にお礼をするべきだし」

「お礼？　そんなの、もう充分にもらっているんだけどな」

　貴織はくすくす笑って、困った顔をする櫻子の首筋に口づける。

「『対価』はすでに、それこそ君が小学生のころから、もらっているんだよ。君の心を独占する――それこそが、僕らの望んでいたことだったからね」

　チュ、とデコルテにキスをして、貴織は櫻子の身体を抱きしめる。

「だからね、櫻子。僕達は、君がどこかに行くのを許さない。もちろん余所見も許さない。君が果たすべき義務は、僕達に愛されて、一生をこの屋敷で過ごすことなんだ」

　それが望み。その願いを叶えるために、ふたりは行動していた。

　いつから？　もしかして、困っていた櫻子と母を助けてくれた、あの時から？

　戸惑う櫻子の頬に触れ、貴織は甘くとろけるような声で、耳朶に囁く。

「君は僕達が管理する屋敷に住み、僕の作る食事を口にして、僕達が選ぶ服に身を包む。光成の手でその綺麗な身体を調教して、僕は君を、これ以上ないくらいに甘やかす」

　ちろりと舌先で耳のふちを辿られ、櫻子はびくりと身体を震わせた。

「櫻子は、僕達なしでは生きられない。それくらいに依存して欲しいんだ。僕達が死ぬ時、君も死ぬ。一蓮托生っていうのかな？　――素敵な言葉だと思わない？」

　貴織がなにか空恐ろしいことを言っている気がした。

　しかし、そっと手を握られて櫻子の指に口づけられて、どきりと胸が高鳴る。

「櫻子――僕に、僕達に、溺れて」

　くすぐるように、櫻子の指を一本ずつ舌先で辿る。

　ぞわぞわした感覚に、櫻子は熱く息を吐いた。

「……僕らはね、君しかいらないんだよ」

　他のものは何も欲しくない。望むのは、櫻子ただひとりだけ。

　それがどんなに間違っていても、唯一の願いは諦めない。

　貴織の強すぎる意思を感じて、櫻子は「ああ」と声を出した。

（私、こんなにも……望まれているんだ）

　躊躇はある。でも、今度こそ、櫻子は自分の意思で決断する時なのかもしれないと思った。

　それは大罪を犯す覚悟だ。

　ふたりと共に、地獄に堕ちてもいいという意思。こんなにも愛してくれるのなら、どこまでも堕ちてみせようという気概。

　それでふたりが笑ってくれるなら。櫻子が大切に想う人が幸せになってくれるのなら。

「貴織くん……」

　櫻子は自ら彼の肩に腕を回し、ぎゅっと抱きしめる。

「ごめんね。やっぱり、好き」

　それが罪でも、ふたりが『間違っていない』と言ってくれるなら、彼らを望もう。

「朝、貴織くんが優しく起こしてくれるのも、おいしい朝ごはんやお弁当も、日なたのように優しい笑顔も、ぜんぶ……好きだよ」

　小さいころから、櫻子にとって貴織は癒やしの存在だった。父がいないことを学校でからかわれて傷ついたときも、貴織に優しくされたら元気が出た。

　ずっとずっと好きだった。大切な幼馴染。

「だから……私を、抱いて」

　恥ずかしいことを口にしている自覚はしている。でもそれ以上に、今の櫻子は貴織を望んでいた。

「櫻子」

　貴織が嬉しそうに名を呼び、唇に口づける。ちろちろと舌先で唇を舐め、歯列の隙間から舌を差し入れ、櫻子の舌に絡ませる。

「んっ、ん」

　くちゅ、クチュ。白い月が縁側を照らし、櫻子と貴織の絡みを淫靡に映し出す。

　貴織のキスは、気が遠くなるほど長かった。執拗に口腔を舐め尽くし、櫻子の身体は熱を帯びていく。

　細く繊細な指が櫻子のシャツに触れ、裾から入り込んでくる。

「ふっ……」

　お腹に指が触れて、くすぐったさに櫻子は身をよじった。彼はシャツの中でブラを押し上げると、今度はシャツの上から乳房を掴む。

　ふわふわと、乳房の柔らかさを確かめるように揉み、きゅっと乳輪を摘まんだ。

「んっ」

　櫻子の肩がびくっと反応する。貴織は乳首には触れず、乳輪をくるくる指でなぞった。

　その焦らすような愛撫に、下肢がじわじわと切なくなってくる。

　ちゅく、と、貴織は深く唇を重ねた。隙間がないほどにぴったりと合わせて、舌で舌を撫で回す。

　同時にさわさわと乳首の間際を指で擦り、櫻子は「んんっ」とくぐもった声を上げた。

「はっ、あ……っ　貴織……くんっ」

　なかなか性感帯に触れてくれなくて、櫻子は非難するような目を彼に向けた。

　すると貴織はニッコリと微笑む。

「ほら、乳首を触ってないのに、もうこんなに勃ってるよ？」

「え……」

　思わず胸元を見ると、白いシャツ越しに、乳首がツンと尖っていた。

「ふふ、櫻子はキスが好きだよね。だからもっと、キスしてあげる」

　貴織は触れるだけの優しいキスをした。ちゅ、ちゅ、と啄むような軽いキスを繰り返し、背中から回した手で乳房を包み込むように掴む。

　もう片方の手は、シャツの上からくるくると乳輪を人差し指の爪先で辿った。

　じわりと、下肢にある秘裂――蜜口に、湿り気を感じる。

（やだ……私、まだキスと胸を触られてるだけなのに……）

　どうしてこんなに切なくなるんだろう。身体が疼いて、下腹がきゅんと痛むのだろう。

　櫻子はキスの雨に喘ぎながら、ふるふると首を横に振った。

「やあ、もう……ちゃんと、触ってぇ……っ」

「こんなに触ってるのにな。どこがいいの？」

　貴織が意地悪に尋ねてくる。櫻子は涙目になりながら、懸命に訴えた。

「ち、乳首……っ、お願い、弄って……！」

　その必死のおねだりに、貴織は楽しそうにくすくす笑う。

「こんなお外で弄ってほしいの？　可愛い乳首を見られたい？」

「うん……うんっ」

　コクコク頷くと、貴織が優しく目を細める。そしてふいに――後ろに顔を向けて、声をかけた。

「だってさ、光成。ふたりで可愛い櫻子を見てあげようか」

　櫻子は目を見開いた。慌てて貴織の視線を追うと、縁側を歩いて、こちらに近づいてくる光成がいた。

「そうだな。今日は満月だし、月の明かりに照らされる櫻子はとても綺麗だろう」

「み、光成……くん」

　月に照らされる光成の肌は少し青白く、まるで精巧な彫刻のように美しかった。

「すべて片付けてきた。もう、櫻子や知美母さんの前にあの男が現れることはない」

　厳しい顔で断言し、櫻子は目を見開く。

「片付けてって……何をしたの？」

「簡単な話し合いさ。あの男が櫻子に近づき、俺との婚約を解消させようとした理由は、言うなれば自分の企業を持ち直させるためでね。だから、もっと経営を楽にする方法を教えてあげたんだ」

　光成は、貴織の反対側に座って櫻子の肩を抱き寄せる。

「つまり……アドバイスをしたということ？」

「そう。泣いて喜んでいたよ。だからもう、二度と君達に近づくことはない」

　静かに、そして穏やかな口調で説明された。櫻子は「そっか……」と頷く。

　櫻子に暴言を吐き、札束を投げつけ、婚約解消を迫ったのは、自分が経営する企業を守るためだった。もしかすると、浮気相手と再婚した彼は子供をもうけて、その子と光成を結婚させる画策でもしていたのかもしれない。

（でも、光成くんが助言して喜んだのなら、よかった）

　かつて自分達を捨てた父。本来なら恨んで然るべきだが、櫻子は最後までそんな気持ちになれなかった。おそらくそれは、彼に捨てられた後に待っていた毎日が、前よりも幸せだったからだろう。

　身体の弱い母は心配だったけど、光成と貴織がいつも傍にいてくれた。自分達は優しく守られて、櫻子も母も、笑顔で毎日を過ごすことができた。

　櫻子は涙を浮かべ、光成の胸に頬を寄せた。

「ありがとう。光成くんも貴織くんも、ずっと昔から一緒にいてくれた。ふたりがいたからこそ、私はここまで生きることができたんだよ」

「それはこちらのセリフだ。君に出会ったから、俺達は人の心を手に入れた。愛という感情を教えてもらった。……感謝しているよ」

　光成はそっと櫻子の頬を撫で、唇に口づける。すると貴織が、櫻子の腰に腕をかけて抱き寄せた。

「そうだよ櫻子。だから、これからもずっと一緒だ。僕達は、僕達だけの幸せを追いかけよう」

　幸せの形は様々だ。普通がいいという人もいる、異常でないと満足できない人もいる。櫻子は――。

（正しいも間違いもない。ただ、私達はこの形でないと、幸せになれなかった）

　きっと、そういうことなんだろう。

「光成くん、貴織くん……大好き」

　ふたりの腕に自分の腕を絡めて、ぎゅっと抱きしめる。

「これがワガママでもいい。自分勝手な気持ちでもいい。誰かに後ろ指をさされてもいい。ふたりと、幸せになりたい」

　口に出すと、ずっと胸の中に渦巻いていたつかえのようなものが消えた気がした。

「櫻子……」

　貴織が櫻子の手の甲にキスをする。

「ありがとう。俺達はいつも、君の心の豊かさに救われていた」

　光成は啄むような口づけを何度もして、こめかみにもキスをする。

　そして雲のない夜空、美しい満月が縁側を照らす中、まるで花嫁のヴェールを上げるように、ふたりは櫻子のシャツをゆっくりとまくり上げる。

　月に照らされてふるりと零れる乳房は、青白く滑らかだった。

「綺麗だね」

　貴織が呟き、下から乳房を柔らかく持ち上げる。そして光成は、櫻子の官能を煽るように、乳輪を指先でくるくるとなぞった。

　そわそわする感覚に、櫻子は身をよじる。

「んっ……！　だから……っ」

「ああ、ごめんね。僕が散々焦らしたから、櫻子、早く乳首を弄ってもらいたくてたまらないみたい」

「お前は本当に、意地の悪いやつだな」

　光成が呆れたように言って、フゥと乳首に息を吹きかける。

「…………っ！」

　びくんと櫻子の身体が反応した。くすくすと貴織が笑う。

「光成も意地悪じゃない」

「うん。櫻子が可愛いから仕方ない」

「あはは、確かに。でも、そろそろちゃんと可愛がってあげないとね？」

　身体をふるふる震わせる櫻子を真ん中に、ふたりはくすくす笑う。そして、月に向かってツンと尖る乳首に、ふたりは舌を這わせた。

「あ――っ」

　驚愕にも似た甘い嬌声。光成と貴織は同時に櫻子の乳房に吸い付き、ちゅるちゅるといやらしく音を立てて舐め回した。

　片方は乳首を強く吸われて、もう片方は舌先で転がされて。

「あっ、あ、ぁあ、ンっ」

　こんな快感に耐えられるわけもなく、櫻子の身体が力なく弛緩していく。

「ほら、お月様に全部照らしてもらおう」

　貴織が胸元で甘く囁き、櫻子のスカートのジッパーを降ろした。光成がしゅるりとスカートとショーツを脱がしてしまう。

「んんっ」

　屋内ではなく、庭先でこんなやりとりをしている。外に向かって肌を露出するというのは、例えようもなく恥ずかしい。

　顔を熱くして目を潤ませる櫻子を、ふたりは愛しげに見つめた。

「さあ、自分で足を上げてごらん」

「俺達に愛してもらいたいんだろう？」

　ふたりに言われて、櫻子はゆるゆると自分の足を上げて、縁側のふちに乗せた。

　前に貴織に縛られた時のような、足を大きく開脚する姿勢だ。

　櫻子は恥ずかしさに息を吐き、ふたりを交互に見つめる。

「いっぱい……愛して」

　小声でおねだりすると、ふたりは再び、乳房の愛撫を始める。統一性がなく、バラバラに舌を動かし、乳首をねっとりと舐め、乳輪をチロチロとなぞる。

　そして光成と貴織は、同時に下肢へ手を伸ばした。

　どちらかの手がくちりと秘裂を割り、どちらかの指が、ツツ、と割れ目を人差し指で辿る。

「ああ、は、んんっ」

　くちくちと、下肢から響く淫靡な水音。執拗な愛撫ですっかり秘所は濡れそぼっており、月の光に反射して、蜜がぬらぬらと妖しい光を放っていた。

「気持ちいい？　櫻子」

　乳首を咥えながら、貴織が尋ねる。

「もっと気持ち良くなってもらわないとな」

　光成が静かに微笑み、蜜口を人差し指でこじ開ける。

「ほら、櫻子……見て。一緒に愛してあげるよ」

　貴織に誘導されて、櫻子は開かれた自分の下肢を見る。すると光成の人差し指と貴織の人差し指が、同時に膣内に挿は入いっていった。

「は、ぁ……っ！」

　ごつごつした指が二本。それぞれが、淫らに膣内を掻き回す。

　ぐちゃぐちゃと水音を立てて、交互に指を引き、奥へと伸ばす。

「はっ、そんな……っ、両方なんて……っ」

　休む暇も与えられず、ふたりの指の抽挿は続く。互いが指を引くたびに蜜がだらしなく零れ、縁側の床を濡らした。

　ちゅく、と乳首を甘く吸って、ちろちろと舐める光成が、快感にむせぶ櫻子を上目で見る。

「気持ちがいいと、素直に認めるんだ。もっと、俺達を欲しがれ」

「あっ、光成、くん……っ！」

　ふたりの指がぐりぐりと最奥を掻き回し、櫻子の首筋を、デコルテを、ふたりの舌が這い回る。

「あ、ぁ、ああぁあっ！」

　耐えきれなくなった櫻子は高い嬌声を上げ、快感の高みに達した。

　甘ったるい虚脱感と、じりじりと身体に残る性の悦楽。

　くたりとした櫻子の身体を、光成と貴織は優しく支える。

「さあ、三人でひとつになろう」

　貴織は光成に目配せすると、櫻子の後ろに回って、身体を膝に乗せた。そして両手で膝を持ち上げる。

「性器が挿は入いるところ、光成に見てもらおうね。自分で入れてみて？」

「え……そんな」

「ああ、櫻子が俺の片割れを愛するところを見せてくれ」

　櫻子の正面に座る光成は櫻子の唇にキスをし、甘くねだってみせる。

　恥ずかしくてたまらない。だけど、自分だってふたりを愛しているのだと、証明したい。

　櫻子は光成に見つめられる中、開脚したまま腰を上げる。

　そして、濡れそぼった自分の蜜口に彼のものをあてがった。

「ん……、んっ……！」

　ゆっくりと、腰を下ろしていく。つぷりとカリの部分が膣内に挿は入いって、生々しく血管の脈打つ肉杭を埋めていく。

「はっ、あぁあ、ああっ！」

　自分で性器を入れるというのは、貴織に入れてもらうよりもずっと感覚が鋭敏だった。

　思わずぎゅっと膣を締めてしまい、貴織が「ん」と甘いうめきを上げる。

「ほんと……可愛い」

　後ろから乳房を掴み、両手で乳首をキュッと摘まむ。

「そそられる光景だな。いじらしく拙く動く腰と、快感にむせぶ櫻子の表情。俺の滾りも鎮めてくれないか」

　ねっとりと舐めるように櫻子の挿入を見た光成は、その身を起こして立ち上がった。

　そして櫻子の目の前でスラックスを緩めると、中から己の楔を取り出す。

　硬く、腹を叩かんばかりに反り上がったもの。その先端は、先走りでぷくりと水滴がついていた。

　櫻子はゆるゆると口を開け、舌を出した。ゆっくりと挿し込まれていく、光成の楔。生暖かく、えらの張ったカリはつるりとしていて、どこか塩っぽい。

　櫻子は舌でくるりと楔を舐めて、ちゅっと吸った。

「…………ッ」

　光成の顔が恍惚に歪む。櫻子は嬉しくなって、ちゅくちゅくと舐め回す。

「たまらない……」

　はあ、と熱い息を吐く。

　後ろでは貴織が、優しく櫻子におねだりした。

「俺のも気持ち良くしてほしいな？」

「う、うん……！」

　光成の楔をしゃぶり両手で擦りながら、櫻子は腰を上げて貴織の楔をぎりぎりのところまで引き、重力に任せて腰を下ろした。

「ふっ、う、ン……っ！」

　自分で抽挿するのは恥ずかしい。でも、耐えがたい快感を孕んでいた。彼のものを最奥まで埋めるたび、下腹がキュンと切なく痛む。

　じゅくっ、ちゅ、ぐちゅっ。――口から、秘所から、いやらしい水音を絶え間なく立てて、櫻子はふたりを愛した。

　だんだんと、光成と貴織の息づかいが荒くなっていく。

　やがて、櫻子の拙い性技に焦れたのか、貴織が力強く櫻子の腰を抱きしめた。光成は櫻子の頭を抱えるように両手で持つ。

「愛しているよ」

　どちらが発した言葉か、わからなかった。

　いや、おそらくは同時に言ったのだろう。

　貴織が櫻子の腰を上げては下ろし、性器の抽挿を進める。光成は櫻子の頭を固定して、その腰を前後させる。

　下から、上から、交互に出し入れされるふたりの楔。

「はっ、ふ……んく、ンッ」

　櫻子は息も絶え絶えだ。それでも今は、ふたりからもたらされる快感を追い求めたい。

　光成のものを懸命に舐め、チュッと音を立てて、カリ首に吸い付く。

「は、……っ」

　気持ちがいいのか、光成が甘いため息を吐いた。

「もっと、舐めてくれ。櫻子に愛されたい」

「ん、ン」

　光成のものを握って擦る。自分の唾液で濡れた杭は滑りがよく、先端まで扱きながらじゅくじゅくと吸った。口の中に含んで、舌でぐりぐりと舐め回すと、光成は「うぁっ」と喘ぎ声を出し、タガが外れたように腰を振った。

「櫻子、僕も愛して」

　後ろから貴織の甘えた声。上下の揺さぶりは一層激しいものになり、彼が逞しい楔を穿つたび、櫻子の下腹はずくずくと疼いた。

「ん、あっ、ハ、ぁ」

　口淫と性交に翻弄される櫻子は、言葉も出せない。ただ、少しでも貴織に気持ち良くなってほしいと、櫻子も自分で腰を動かした。

　貴織の動きに合わせるように、より深く、楔を打ち込む。

「……っ！」

　耐えきれない快感はもはや嵐と化していて、櫻子が身体をくねらせるたび、その髪が宙を舞い、迸る汗が月の光に反射してきらきらと輝いた。

　ふたりの愛は、容赦なく、遠慮もなく、櫻子の身体を刻み続ける。

　それは同時に、自分達も同じくらい愛されたいと訴えているようだった。

　だから櫻子は、ふたりの気持ちに一層応えたくて、光成の楔を舐め回し、貴織の楔を呑み込む。

　愛し合う三人は月の光に照らされて、その影はひとつの塊になっていた。

　誰も止められない。止めようなどという意志もない。

　性器の抽挿、そして口淫は激しさを増す一方。互いに、荒く息を吐き合うしかできない。

　じゅぶじゅぶと、聞くに堪えない淫靡な音が、夏の庭に響く。

　光成と貴織から止めどない愛を受け、櫻子は快感にむせびながら夜空を仰いだ。

　大好き。光成と貴織が好きだ。このままずっと、三人でいられるなら――愛し合えるなら。

（私はそれだけでいい）

　懸命に、ふたりを愛する。腰を上下に動かして貴織の楔を隘路で擦り、両手で光成の楔を甘く擦り上げる。

　三人の官能はどんどん高まって、激しい性交に櫻子の頭はくらくらして。

　やがて果てが訪れた。

「櫻子……っ！」

　光成と貴織が、同時に達する。膣奥に勢いよく貴織の精が放たれ、櫻子の口腔に光成の精が迸る。

「ん、ふ……ンンっ」

　櫻子もまた、頭の中に強い閃光が走った。ちかちかと目が眩んで、たまらない官能の海にダイブする。

　ふたりに注がれる愛。

　櫻子はこぼさないように膣に力を入れ、口をすぼめ、幸福に満ち足りた顔で目を閉じた。

（私も、愛してるよ）

　幸せは、自身で掴み取るもの。そして、その形は千差万別だ。

　櫻子はふたりに抱きしめられながら、この幸せを守っていこうと誓うのだった。







最終章　瀬山双子の輪舞愛








　瀬山光成と瀬山貴織が、まだ幼く、そして愚かだったころ。

　ふたりは通っていた幼稚舎で、ひとりの少女に出会った。

『おはよう！　今日もふたりの服、とてもかっこいいね』

　誰に対しても明るい笑顔で挨拶をする。その少女の名は秦野櫻子。不動産を扱う中小企業の社長令嬢だった。

　幼稚舎はいわゆる名門の付属校で、それなりに裕福な家の子供しか入ることはできない。秦野櫻子の富裕レベルは幼稚舎の中では低ランクに属しており、当然のようにヒエラルキーの頂点に立つ瀬山双子にとって、櫻子は虫も同然の存在だった。

　世界は自分達を中心に回っている。

　幼い頃から両親と離れて暮らし、毎日勉強に励み、己の心身を鍛える。光成は後継者として、貴織は光成を補佐する者として、同等の教育を施されていた。

　だから、光成と貴織はいつも一緒。この世界で特別な存在は自分達だけだと思っていた。

　当然、幼稚舎では孤立していたが、他の者達は皆『下』なのだから、気軽に『上』である自分達に声をかけるべきではないと、受け入れていた。

　保育士すら瀬山双子を腫れ物のように扱う。少しでも気に入らないことをすれば即刻解雇できる力すらあるのだから、当たり前といえば当たり前の話である。

　中にはふたりのバックボーンを目当てにすり寄る者もいたが、光成と貴織は非常に意地の悪い性格をしていた。『これができたら友達になってやる』と無理難題を押しつけて笑いものにすることも多く、同級生を泣かせることも多々あった。

　ふたりは最高ランクの英才教育を受けていたが、人として大切な『道徳』は誰からも教わらなかったのだ。おそらくは、両親から離れて生活することの弊害でもあったのだろう。

　皆が遠巻きに瀬山双子を見る。そんな中、唯一、毎日欠かさず声をかけたのが櫻子だった。

　他の者のようにすり寄ることもしないし、物欲しそうな目で見ることもない。

　ただ純粋に『同じクラスメイトだから友達だね』という子供らしい無邪気さだけがあった。もちろん、秦野櫻子には友達が多くて、櫻子の中で瀬山双子はたくさんいる友達の中の一部、という雰囲気を見せていた。

　それが無性に気に入らなくて、ふたりは櫻子に嫌がらせを画策する。

『この幼稚舎の近くに、古い寺があるだろ。そこで群生しているコスモスを取ってきたら、友達になってやる』

　双子の提案に、櫻子はぱあっと明るい笑顔になって『わかった！』と走って行った。

　あの寺のことを知らないなんて、やはり愚かだなと、ふたりは櫻子を馬鹿にする。

　幼稚舎の近くには古い歴史のある寺があるのだが、そこの住職は子供嫌いで有名だった。家の用事で何度か訪れたことがあるが、ひとつひとつの所作に文句をつけ、相手が財閥の御曹司だろうが、大企業の令嬢だろうが気にしない。気が済むまで怒鳴りつけ、泣き出しても追い詰める。何度親からクレームを言われても歯牙にも掛けない。

　更に、あの寺には野放しになっている番犬がいるのだが……これがまた、凶悪なのだ。誰彼構わず噛みつくしつけのなっていない犬で、光成も貴織も、何度も追いかけられたことがある。住職に何度『リードで繋げてくれ』と言っても、まったく相手にされない。

　腹立たしいことこの上ないが、あの寺は歴史だけはあるため、古い家柄ほど、法要などで世話になることが多い。

　瀬山双子は、寺の住職と犬が大嫌いだった。

　そして寺に群生するコスモス。あれは住職が大切にしている花だ。何度か勝手に抜き取ろうとする子供がいたが、その度、尻をひんむかれて叩かれるくらいに怒られる。

　きっと櫻子も、コスモスを引き抜こうとしたところで見つかって、凶暴な犬に追いかけられて、心身共にぼろぼろになったところで怒鳴られ、何時間も説教されて……。

　そのうち泣き顔で帰ってくるだろうと、双子は思っていた。その泣きべそ顔を思い切り笑ってやろうとほくそ笑んでいた。

　だが、いつまで経っても櫻子が帰ってこない。

　幼稚舎の保育士が櫻子を心配して、園内を探し始めた。

　このままだと、おおごとになってしまう。最初はそれでも『関係ない』と思っていたが、もし櫻子が犬に噛まれて大怪我をしていたら、さすがの双子もお咎め無しというわけにはいかない。両親にも連絡がいくだろうし、迷惑をかけてしまうだろう。

　非常に面倒だったが、ふたりはしぶしぶ幼稚舎を抜け出して寺の様子を窺いに行った。

　すると――。

　遠くで、きゃっきゃっと明るい笑い声。釣られたように近づくと、櫻子が、あの凶暴な犬と遊んでいた。

　自ら腹を出す犬を撫でる櫻子。いつも鬼のような怒り顔しか見せない住職が、菩薩のような笑顔で櫻子に声をかけ、お茶とお菓子をご馳走している。

　それは思わず脱力してしまうほど、平和な光景だった。

『あっ、光成くん、貴織くん！』

　目聡く見つけた櫻子が無邪気に手を振る。

　そう――結局のところ、真相はとても単純なものだったのだ。

　犬は、自分に敵意のある者に吠えて、危害を加えようとする者を追い出すために襲っていただけ。

　そして住職は、礼儀知らずで自分勝手な子供が嫌いなだけだった。

　つまり、瀬山双子が礼儀知らずで、犬に敵意を持っていたということなのだ。

　ばつの悪そうな顔で近づいた光成と貴織に、櫻子はコスモスの花束をひとつずつ渡す。

『お寺のおじいちゃんにコスモス分けてもらったよ。これが欲しかったんだよね？』

　きらきらした笑顔で尋ねられて、言葉も出ない。本当は櫻子を泣かせようとしていたなんて、今更言うことはできなかった。

『わかるよ～。だって綺麗だもんね、可愛いし』

　ぱっと花が咲きこぼれるような、まっすぐな笑顔。

　心の中でずっとくすぶっていた毒気が、さらりと抜けた気がした。

　そして光成と貴織は、ようやく気づく。自分達がいかに狭い世界で威張っていたのかということを。どれだけ狭い価値観の中で生きていたのかということを。

　その日、光成と貴織、そして櫻子は、友達になった。

　その友情は永遠に続くと信じて疑わなかった。

　しかし、そんな双子の想いは、ある日突然、裏切られる。

　忘れもしない、初等部二年のころ。櫻子は突然――学校を辞めてしまったのだ。

　引っ越しに伴う転校か。それとも学費が払えず公立校に行ったのか。

　彼女は一言も双子に話すことなく、まるで幻のように消えてしまった。教師に彼女のことを尋ねても、この学校を去ったとしか教えてくれない。

　幼稚舎からずっと一緒にいた。櫻子がいなくなって、初めてふたりは、櫻子という存在の大きさに気づく。

　そうだ。――どうして、気づかなかったんだろう。傍にいるのが当たり前だったからだろうか。

　光成と貴織は、奇しくもその時、同時に櫻子への恋心を自覚したのだった。

　そして双子は、ありとあらゆるものを利用し、頼り、死に物狂いで櫻子を探し出す。

　見つけたのは、今にも崩れそうなほどに古いアパート。かびの匂いのする狭い部屋の中に『木田』という旧姓に変わった櫻子と、病弱な身体で必死に働く彼女の母がいた。

　父親が別の女性に心代わりして、彼は妻と娘への愛情をなくした。櫻子の父は、飽きたら捨てる心ないペットの飼い主のような男だったのだ。

　薄汚い古着に身を包んだ櫻子の姿はやつれていて、あんなに元気だった瞳には影が落ちていた。それでも健気に母を支えようと、母が働いている間は慣れない家事を頑張っていた。

　光成と貴織は、木田母子を支援しようと心に決める。

　なぜなら、ふたりにとって櫻子は、唯一の『愛』だったからだ。彼女が困っていたら全力で助けたいし、親切にすれば櫻子はいっそう双子を好きになってくれる。

　感謝をいつか愛情に変えて、恩返しは『結婚』で払ってもらおう。

　ふたりの長きにわたる櫻子の囲い込みが、始まったのだった。

　ゆっくりと焦らず、まるで忍び込むように、双子は櫻子と母の心に侵入していく。信頼を勝ち取ると同時に、櫻子に劣情を抱く者はさりげなく、しかし確実に、消していった。

　離婚協議を進める際、双子は父に相談するかたちで櫻子の母を引き合わせたのだが、これが非常にうまくいった。

　妻が早世して数年。会長という立場もあり、周りからはいつも再婚話をもちかけられてうんざりしていた瀬山双子の父。

　そんな彼が、二回目の恋をした。それが、櫻子の母、知美だった。

　長らく彼は悩んでいたようだが、彼女を助けようと心に決める。援助という形で縁を繋ぎ続け、いずれは再婚を……と、双子と同じような画策をしたらしい。

　こういうところで、血の繋がった親子なのだなと、光成と貴織は笑い合った。

　しかし父と櫻子の母が再婚してしまうと、自分達は義理の兄妹になってしまう。なので、三人で密かに協定を結んだ。

　それは、先に光成と貴織が櫻子を娶る。それから、知美と父が再婚するという順番で、互いの恋を実らせようというもの。

　……そう、父は全てを理解し、受け入れている。跡取りである光成が櫻子と婚姻を結び、祖父より譲り受けたあの屋敷で、貴織も含めた三人で愛を育むということを。

　瀬山家は業の深い家なのだろうと、光成と貴織はつくづく思う。

　だが、誰にも迷惑をかけていないし、不幸にもしていないのだから、構わないのだ。

　ふたりは、こんな形でしか幸せになれなかった。でも後悔なんてしていない。

　だって事実、ふたりの傍には今――愛しい櫻子がいるのだから。




　ちゅんちゅんと、可愛いスズメの鳴き声。

　カコンと、爽やかに鳴るししおどし。

　櫻子のために整えた、櫻子と光成と貴織しか入ることの許されない和室で、ふたりの愛しい彼女は、すやすやと眠っていた。

　そんな櫻子を真ん中にして、双子は寝転がり、可愛い寝顔をじっくり堪能する。

「ほんと、平和そうな顔だねえ」

「むにゃむにゃ言って、何だろうな」

　貴織がいたずらに櫻子の鼻を摘まみ、光成は柔らかい頬をツンツンつつく。

　ふたりとも、恋をしてから、その恋の歪さを自覚した。

　光成は櫻子を『穢したい』。貴織は櫻子を『溺れさせたい』。

　今は自由にさせているけれど、いずれは屋敷に閉じ込めて、あらゆる調教を施し、ふたりの前でのみ、最も淫乱で美しい妻にしたいと願うのが光成だ。

　そして、櫻子の衣食住の全てを管理し、あらゆる世話を焼き、自分なしでは歩くことすらできないくらい自分に依存してほしいと願っているのが貴織である。

　どちらも重苦しくて、歪みきった愛情を持っている。

　櫻子は自分達を『優しくて親切』と言っているが、それは櫻子だけが特別だからだ。

　彼女は、外でのふたりを知らない。

　いや、徹底的に見せないようにしている。結婚して屋敷に閉じ込めたら、永遠に知るチャンスもなくなるだろう。

　光成は政財界から『無慈悲な王子』と呼ばれるほど冷酷な性格をしており、他人にひとつの温情もなく、経営に必要のないものは容赦なく切り捨てる男だ。ライバル企業を蹴落とす時すら、眉ひとつ動かさない。鬼や悪魔と罵られても鼻で嗤ってみせる。

　そして貴織は、会長秘書であると同時に、凄腕の諜報員でもあった。会長のスケジュール管理、各調整はもちろんのこと、会長からの命があれば、笑顔で何でもやる。情報を得るのに他人を利用するのは当然のことで、一部からは『裏切りの王子』と呼ばれていた。財閥の繁栄のためなら何でもやるという徹底した姿に、恐れを抱く者は多い。

　――それが、櫻子に知られたくない双子の側面だ。

「そういえば、櫻子の父親はどうしたの？」

「元々傾きかけていた会社だったからな。少し強引だったが企業買収して経営権を乗っ取り、彼をクビにした。母娘はすでに実家に戻っていて、現在は離婚調停中らしい」

「ふうん。光成にしてはやり方が紳士的だね。いつもならもっとえげつなく、社会的に抹殺するほどなのに」

　クスクス笑う貴織の笑顔は、幼稚舎の頃――悪さばかりしていた悪辣な頃と同じ性質のものだった。

　光成は静かに笑って、櫻子の唇を親指で撫でる。

「さすがに自殺されたら困るからな。櫻子も、知美母さんも、悲しむだろう？」

「そうだね。ふたりは優しいから。――僕達と違って」

　そう、結局のところ、光成と貴織は、自分のことしか考えていない。櫻子と、櫻子が守りたいと思う者以外は死のうが生きようがどうでもいい。

　要するに、櫻子に嫌われなければいいのである。

「まあ、秦野自身は全てを失って、それこそ廃人のようになっているがな」

「ふふ、再婚した後もあちこちで浮気していたみたいだし、慰謝料はどれほどかな。奥さんも、たくさん取れるといいねえ」　

　あの男は、娘に了承を得ないまま、勝手に光成との縁談を進めようとしていたのだ。櫻子に婚約解消しろと迫ったのはそのためである。

「じゃ、そろそろ櫻子を起こそうか。朝ごはんも冷めちゃうしね」

「そうだな。今日は俺がキスをする日か」

　貴織の言葉に光成が頷き、彼は優しく櫻子の唇にキスをする。

「櫻子、朝だぞ。起きろ」

「……櫻子。あんまり起きないと……――ン、いたずらするからね？」

「言ってるそばからいたずらしてるじゃないか」

　早くも櫻子のパジャマを開いて、柔らかな乳首に口づけている貴織に、光成が呆れた声を出す。

「だって可愛いから」

「そうだな。じゃあ俺はこっちで起こそう」

　光成はするりと櫻子のパジャマズボンを降ろして、ショーツのクロッチ部分をめくり、ふわふわと温かい秘裂に舌を伸ばす。

　じゅる、じゅく。

　ふたりが舌で愛撫し始めた途端――櫻子がハッとしたように目を開いた。

「ひぇっ、なっ、やンっ！」

「あ、思ったより早かったね」

「ふむ……まあ、途中だから、最後までヤっておくか」

　楽しそうな貴織と、冷静に愛撫を続ける光成。起きたばかりで頭が混乱し、なにがなんだかわからない櫻子。

「ま、まって!?　朝からなんなの！　最後までって何を!?」

「大丈夫大丈夫。まだ時間あるから。ちょっとごはんが冷めるだけだよ」

　二人がかりで櫻子の身体を起こし、四つん這いにさせる。

「えーっと、昨夜は僕が櫻子のナカに挿れたし、次は光成の番だよね」

「ああ。じゃあ早速」

「さ、早速じゃな……あむ!?」

　起き立てで、まだ充分には出来上がっていない膣内に、光成は容赦なく楔を打ち込む。同時に、ニコニコ笑顔の貴織が、櫻子の口に己の杭を挿し込んだ。

「僕はこっちね。ねえ、優しく舐めて？」

「ふ――むぅ、んんっ！」

　櫻子としては朝から災難な話である。しかし一度スイッチが入ってしまうと、最後までしないと気が収まらない。

　光成は全てを嵌め込み、「はあ」と甘いため息を吐いた。

「朝の櫻子のナカは、少し硬くて……襞のコリコリした感じがたまらないな。少しずつ蜜が分泌されて、擦り上げるのが段々スムーズになっていくところも、気持ちがいい」

　臀部を掴み、櫻子の膣内を味わうようにねっとりと抽挿を進める光成。

「お口もいいよ。櫻子、フェラが上手になったよね。ほら、吸ってみて」

「うっ、む、むむぅ」

　目じりに涙を浮かべ、心底困った顔をしつつも、貴織の要望を聞き、その杭に柔らかく舌を這わせて、ちゅうと吸いつく。

「――ッ、は、もう。ほんと、好き」

　心底気持ち良さそうに、貴織が喘ぐ。

「ほら、櫻子。腰が止まっているぞ。ちゃんとこっちも愛してくれ」

　責めるように、光成はツンと後孔を突く。びくんと櫻子の腰が震えて、慌てたように腰を揺らした。

「ふふ……いい子だな」

　光成はうっとりと目を細め、彼女の腰の揺れに合わせるように抽挿を進める。

　朝から盛って、まるでケモノのようだ。

　けれどもそれが、ふたりの愛の表現でもある。

　自分達の愛欲は度が過ぎていて、歪みきっている。それでもこれだけは言える。

　光成も貴織も、櫻子なしでは生きられないのだ。だから、櫻子も自分達なしでは生きられないようにしたい。

　だからもっと望んで。喘いで。肉欲に溺れて。

　欲しいものはなんでもあげる。望みは全て叶えてあげる。

　だからどうか、永久に愛して。

「んっ、んんーっ！」

　双方からの責めにより、櫻子はあっけなく果ててしまった。脱力する櫻子の腰を抱き、頭を固定し、ふたりは尚も惜しみない愛を注ぎ続ける。

「櫻子」

　――例えこの愛が間違っていても。神の教義に反していようとも。

「愛しているよ」

　自分達にとってこの愛は真実だから、三人の幸福は、誰にも負けはしないのだ。
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　こんにちは、桔き梗きよう楓かえでです。

　このたびは『華麗なる双子王子は逃がさない』をお読み下さってありがとうございました。

　今回のお話は、三人でラブラブするお話です。

　前から３Ｐモノを書いてみたいなと思っていたのですが、書く機会に恵まれて嬉しいです。

　しかし、初めて３Ｐモノを書きましたが、予想以上に大変でした。

　ただでさえ、性交中のシーンって、右手があっちで？　左手があっちで？　体位は後ろ？前？　今のヒーローはどんな体勢だっけ！　といつもアワアワしながら書いているのですが、それが二人分です。

　一人の時よりも更にややこしくなってしまって、時々、プロットを印刷した紙に三人の現在体位を絵にして描きながら執筆していました（笑）

　うっかりすると、貴織の腕が三本になったり、前にいるはずの光成がいつの間にか後ろに回っていたり、大変なことになっていました。

　ヒロインの櫻子も大変ですね。こんな……って、作者が言うのもなんですが、こんな双子に愛されてしまって……。

　でも幸せそうだからよし！

　櫻子母もきっと幸せになると思います。双子の父が全力で囲むでしょう。母娘そろって不憫でなりません。でも幸せになるからよし！

　個人的には、この熟年再婚夫婦の話も書いてみたい気分です（笑）

　それでは、ここまで読んでくださってありがとうございました。

　また、どこかの物語で出会えたら、とても嬉しいです。
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